
全
均
支
局
、
先

第
二
十
七
巻

第
二
競
昭
和
四
十
三
年
九
月
設
行

唐
折
衝
府
の
分
布
問
題
に
関
す
る

解
穂

菊

ザ央

夫

池

ま

え

カt

き

唐
代
前
半
期
の
兵
制
で
あ
る
い
わ
ゆ
る
府
兵
制
度
に
お
い
て
、
府
兵
の
徴
集
訓
練
の
機
関
た
る
折
衝
府
が
、
地
域
的
に
極
め
て
偏
っ
た
分
布

を
以
て
設
置
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
既
に
潰
ロ
博
士
の
研
究
以
来
明
ら
か
に
さ
れ
、
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
即
ち
、
最
盛
期
六
百
数
十
を

算
え
た
全
園
線
府
教
の
う
ち
約
四
割
強
が
関
内
道
に
集
中
し
、
，
次
い
で
河
東
に
二
割
強
、，
次
い
で
臨
右
を
加
え
る
と
全
府
敷
の
八
割
に
達
し、

こ
れ
に
河
南
北
を
加
え
て
中
園
を
南
北
に
二
大
分
す
る
と
き
貧
に
九
割
五
分
が
い
わ
ゆ
る
北
シ
ナ
に
偏
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
更
に
詳
し
く

云
え
ば、

折
衝
府
の
設
置
さ
れ
た
の
は
天
下
三
二

O
有
徐
州
の
う
ち
僅
か
九
O
府
州
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
ら
の
州
は
無
(
非
〉
軍
府
州
に
劃
し
て

①
 

有
軍
府
州
と
呼
ば
れ
た
が
、
北
シ
ナ
の
中
で
も
長
安

・
洛
陽
を
中
心
と
す
る

一
九
府
州
に
三
八

O
府
を
置
き
、

そ
の
東
北
面
、
北
面
、
西
北

面
の
三
方
の
四
七
州
に
二

O
五
府
を
配
し
、
こ
れ
ら
六
六
府
州
に
殆
ん
ど
九
割
が
集
中
し
て
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
軍
府
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の
偏
在
に
劃
し
て
古
来
行
わ
れ
て
き
た
説
明
は
、
い
ず
れ
も
唐
朝
の
中
央
集
権
策
の
端
的
な
現
わ
れ
と
見
、
い
わ
ゆ
る
「
寅
近
虚
遠
、
居
重
叡

軽
」
の
典
型
と
し
て
1

「
奉
天
下
不
敵
一
関
中
j

R

則
居
重
政
軽
之
意
現
実
」

(
控
費
・
論
開
中
事
宜
賦
〉
と
帯
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

-1-
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し
か
し
、
こ
の
分
布
を
更
に
仔
細
に
眺
め
る
と
、
向
車
に
「
居
重
駅
軽
」
中
央
集
権
を
云
う
の
み
で
は
設
明
し
難
い
貼
が
数
多
く
存
す
る
。
例

え
ば
、
ハ
円
道
単
位
に
眺
め
た
と
き
上
述
の
如
き
偏
在
を
示
す
ば
か
り
で
な
く
、
∞

一
道
内
で
も
、
州
軍
位
に
見
た
と
き
大
差
が
あ
り
、
更
に
こ

れ
を
各
州
の
戸
口
敏
と
掛
比
す
る
と
き
、
そ
の
偏
在
ぶ
り
は
一
一
暦
顕
著
と
な
る
の
で
あ
る
。
果
し
て
こ
の
こ
と
を
唐
朝
は、

そ
の
統
治
政
策
の

中
で
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か。

そ
れ
は
明
確
な
企
闘
に
よ
る
も
の
か、

そ
れ
と
も
偶
然
の
結
果
か
。
政
策
的
意
固
に
よ
る
と
す
れ
ば
そ
の
結
果
生
ず
る
径
役
負
捨
の
甚
し
い

不
均
衡
を
埋
め
合
わ
せ
て
全
鐙
と
し
て
負
捨
の
均
衡
を
は
か
る
ど
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
て
い
た
か
。
勿
論
、
簡
黙
さ
れ
て
入
軍
す
れ
ば
課

役
は
克
ぜ
ら
れ
る
と
い
う
も
の
の
、
果
し
て
そ
れ
で
均
衡
を
得
た
と
云
い
う
る
の
か
。
或
は
そ
の
よ
う
な
均
衡
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
か
4

た
の

か
。
も
し
均
衡
が
意
闘
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
崩
れ
去

っ
た
の
は
唐
朝
広
と

っ
て
ど
の
よ
う
な
計
算
外
の
要
素
が
働
い
た
の
か
。
即

ち
、
こ
の
軍
府
偏
在
の
事
寅
を
如
何
に
解
す
る
か
は
、

い
わ
ゆ
る
府
兵
制
崩
壊
論
、
更
に
は
い
わ
ゆ
る
均
田
租
庸
調
制
崩
壊
論
に
も
大
き
な
開

-2-

係
を
も
た
ざ
る
を
え
な
い。

天
賓
元
年
戸
口
統
計
に
よ
る
載
籍
戸
口
に
劃
す
る
軍
府
の
分
布

唐
代
に
お
け
る
戸
口
統
計
数
字
の
年
次
的
嬰
動
と
地
域
的
分
布
に
関
し
て
は
、
既
に
少
か
ら
ざ
る
研
究
が
護
表
せ
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
日

②
 

野
開
三
郎
教
授
に
よ
る
地
域
的
考
察
は
、
極
め
て
示
唆
に
富
む
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
安
史
之
凱
前
に
お
け
る
唐
朝
権
力
の
財
政
的
基
盤
が
奈
迭

に
存
し
た
か
を
推
定
せ
し
め
る
と
共
に
、
軍
制
上
か
ら
見
て
も
、
そ
れ
は
籍
民
枇
丁
の
徴
兵
制
を
前
提
と
す
る
限
り
、
そ
の
兵
力
源
、

黙
兵
母

鰻
が
ど
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
か
を
示
し
て
い
る
筈
で
あ
る
。

然
る
に
こ
れ
に
劃
す
る
徴
兵
機
関
・
軍
政
機
関
た
る
折
衝
府
の
分
布
は
、
決

し
て
道
・
州
・
豚
の
戸
口
統
計
に
見
ら
れ
る
分
布
密
度
と
は
劉
庭
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

先
ず
天
下
各
道
の
戸
口
数
の
多
少
と
軍
府
州
数
お
よ
び
軍
府
教
を
封
比
し
て
一
表
に
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ

っ
て
も
既
に
バ
各
道
戸
口
多
少
の
順
位
と
道
内
軍
府
州
数
の
多
少
順
位
、

お
よ
び

一
州
首
り
の
設
置
折
衝
府
教
が
全
く
匡
々
で
あ
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各道戸口順位劃折衝府分布

戸口 貞観統計 天賓統計

順位
道 名 |州数 道 名 府州線数 |軍府州数|軍府数|託協

1 創 南 25 河 南 29 86 12.3 

2 閥 内 20 河 北 24側 41 ~必) 4.5 

3 河 1じ 22 江 東 18 3 3 1 

4 嶺 南 45 銅 南 35 5 6 1 

5 河 東 16 開 内 21 276 13.1 27 

6 証 東 11 河 東 18 17 149 8. 7 

7 河 南 24 江 西 17 2 2 1 

8 江 西 17 准 南 12 4 10 2.3 

9 山南西 17 嶺 南 70 3 4 l 

10 山南東 17 山南東 18 6 7 1 

11 准 南 12 山南西 17 4 7 1 

12 隣 右 18 隣 右 19 12 33 2.8 

13 斡 中 8 黒今 中 13 

第 1表

る
乙
と
が
わ
か
る
が
、
更
に
問
題
な
の
は
、
戸
口
数
の
上
か
ら
見
た
州

鯨
の
‘規
模
に
は
極
め
て
!甚
し
い
大
小
の
差
が
存
し
た
こ
と
で
あ
る
。
軍

府
は
唐
で
は
民
政
系
統
の
州
鯨
と
は
切
り
離
さ
れ
、
中
央
直
属
の
機
闘

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
設
置
は
州
単
位
に
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
戸
口
敏
と

の
関
係
を
見
る
た
め
の
州
車
位
の
考
察
に
は
便
利
で
あ
る
。

一
五
道
・

三
府

・
三
二
五
州
・
一
五
七
三
鯨

行
政
匿
劃
は
開
元
末
、

と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
州
鯨
は
戸
口
数
と
重
要
度
に
よ

っ
て
等
級
を

設
け
わ
れ
、
そ
れ
に
鷹
じ
て
同
じ
州
鯨
官
の
中
に
も
品
階
に
上
下
の
医

別
が
あ
っ
た
。
南
京
を
防
衛
す
る
同
・
華
・
岐
・
蒲
州
の
四
輔
、
鄭

- 3一

快
・
沖
・
締
・
懐
・
貌
州
の

六
雄
、
宋

・
事

・
滑
・
許
・

汝

・
晋

・

洛
・
貌

・
街

・
相
州
の
十
室
、

そ
れ
に
次
ぐ
緊
州

(
は
じ
め
一

O
州

ば
か
り
。
後
ち
増
置
)
以
下
、
戸
四
首
円
以
上
お
よ
び
嘗
て
親
王
を
刺
史

に
迎
え
た
州
を
上
州
、
三
高
五

O
OO
戸
以
上
を
中
州
、

二
蔦
戸
未
満

を
下
州
と
し
、
天
賓
の
と
き
全
国
で
上
州

一
O
九
、
中
州
二
九
、
下
州

一
八
九
を
算
し
た
。

し
か
し
上
州
の
中
に
は
盆
州

二
ハ
高
戸、

貌
州

一

五
蔦
戸
、
委
州

一
四
蔦
戸
、
太
原
府
・

宋
州
・
治
州
・
宣
州
の

一一

一高

戸
、
糞
州
一
一
高
戸
、
作
・
曹
・
相
・
貝
・
潤
・
常
州
の

一
O
寓
徐
戸

戸
数
一

O
蔦
以
上
に
上
る
大
州
が
あ
り
、

の
ご
と
き
、

一
方
下
州
の

中
に
は
、

聾
州
の
二
、
九

O
O絵
戸
、

挑
州

蘭
州
二
、
八

O
O除
戸
、
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二
、
七

O
O徐
戸、

畳

・
{
石
州
の
一、二

O
O戸
、
瓜
州
の
如
き
わ
ず
か
四
七
七
戸
と
い

っ
た
も
の
ま
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
鯨
も
西
京
の
高
年

・
長
安
、
東
都
の
河
南

・
洛
陽
・

奉
先
、
北
都
の
太
原
・
晋
陽
の
諸
鯨
を
赤
豚
と
稽
し
、
ま
た
京
師
近
傍
の
鯨
を
ば
畿
牒
と
し
て
別
格
と
し
た

ほ
か
、
重

・
緊
等
の
等
級
を
設
け
、
六
O
O
O戸
以
上
を
上
瞬
、

三
O
O
O戸
以
上
を
中
瞬
、
不
満
三

O
O
O戸
を
下
照
と
定
め
て
い
た
。
開

元
時
代
金
園
通
計
赤
・
畿
鯨
合
せ
て
八
二
、
墓
豚
七
八
、
緊
照
一
一

一
、
上
鯨
四
四
六
、
中
豚
二
九
六
、
下
照
五
五
四
で
あ
っ

た
と
い
う
。
牒

に
も
戸
数

一
室
内
を
超
え
る
も
の
か
ら
僅
か
数
百
戸
の
も
の
ま
で
あ
っ
た
わ
け
で
、
小
州
の
中
に
は
大
儒
の
何
分
の
一
か
の
戸
口
し
か
管
せ
ぬ
も

の
が
存
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
管
戸
数
の
多
少
を
勘
案
す
る
と
き
、
戸
口
に
劃
す
る
折
衝
府
の
設
置
に
は
更
に
甚
し
い
不
均
衡
が
存
す
る

」と
が
明
ら
か
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
統
計
戸
口
の
す
べ
て
が
丁
男
と
し
て
兵
役
適
格
者
で
あ
る
わ
け
は
な
い
か
ら
、
兵
役
負
捨
の
地
域
的
偏
差
を
更
に
明
瞭
な

ら
し
め
る
に
は
、
こ
の
戸
口
数
に
劃
す
る
丁
男
数
を
推
計
し
た
上
で
比
較
す
べ
き
で
あ
る
。

戸
数
に
封
す
る
口
数
の
比
率
、

③
 

が
各
道
に
お
い
て
か
な
り
の
差
を
有
し
、
そ
れ
は
ま
た
口
数
中
の
課
丁
男
数
の
比
率
に
も
影
響
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
巌
密
に
云
え
ば
推

計
に
は
色
々
の
障
碍
が
あ
る
。
し
か
し
今
、
新
唐
書
地
理
志
に
よ

っ
て
天
賓
元
年
の
各
州
戸
口
統
計
と
、
各
州
篠
下
に
注
記
せ
ら
れ
た
軍
府
数

に
近
年
の
研
究
に
よ
る
修
正
を
加
え
た
と
こ
ろ
を
比
較
し
て
み
る
と
、
別
表
の
如
く
で
あ
る
(第
二
表
、
天
賓
元
年
遭
州
別
戸
口
丁
数

・
軍
府

い
わ
ゆ
る
戸
ロ
率

- 4ー

封
比
表
)
。

勿
論
も
と
に
な
る
諸
数
字
が
正
確
に
同
時
勲
の
も
の
で
あ
る
保
護
は
な
い
し
、
特
に
軍
府
教
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
。
従
っ
て
そ
れ
を
操

作
し
て
得
ら
れ
た
数
値
も
大
い
に
疑
わ
し
い
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
紹
劉
的
数
値
に
重
き
を
置
か
ず
、
概
数
に
よ
っ
て
傾
向
を
把
握

す
る
程
度
で
あ
れ
ば
充
分
役
立
て
う
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
各
州
一

軍
府
首
り
の
戸
数
を
概
算
す
る
と
、
関
内
遁

・
河
東
道
諸
州
に
於
て
は
、

一
府
首
り
約
二
千
数
百
戸
か
ら
四
J
五
千
戸
と
な
る
に
封
し
、
河
南
道
で
は
、
汝
州
の
例
の
如
く

一
府
首
り

一
高
戸
、

河
北
道
で
は
組
問
州
の
如

き

一
五
寓
戸
に
封
し
て
一
府
し
か
置
か
れ
て
い
な
い
勘
定
に
な
る
。

折
鏑
府
に
は
州
蘇
同
様
、

京
兆
管
内
、

京
都
近
傍
の
赤
蘇
・
畿
鯨
内
に
お
か
れ
た
赤
府
・
畿
病
以
下
吊

上
中
下
の
三
等
が
あ
り
、

夫出町
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第二表 天資元年道・州別戸口丁数，寧府警t比表 (捜新麿露地理志〉

〔関内道〕一

府州名 領軍事 戸数 口 唱且 ロ/戸 り軍同需笛敏 り懸口賞敏 寧府徹 県幕 府 戸/府 了/府

京兆府 20 362.921 1.960.188 5.4 18.146 98.009 131 1豚6.5府 2，770 3，324 t. 
華 4 33.187 223，610 6.7 8，294 55，903 20 1際 5府 1，695 、2，034ri 
向 8 60.928 408.705 6.7 7，617 51.088 26 1鮮3.2府 2，343 2.812 t 
商 6 8，926 53.080 5.9 1.488 8，847 2 3需品 111行 4，463 5，355 

胤 朔 9 58，486 380.463 6.5 6，498 42，273 13 1麟1.4府 4.499 ， 5，398・

畳E 4 22，977 125.250 5.5 5.744 31，312 . 10 1牒2.5府 2，298 2，758 ヘ

穏 3 24.652 100，148 4.1 8，217 33，349 4 1牒1.31仔 6，163 
7，395 .' 

浬 5 31.365 186，849 5.9 6.273 37，369 6 1綜1.21仔 5，228 6，273 

原 2 7.349 33.146 4.5 3，675 16，573 2 1蘇 l府 3，675 4，4ω ' 

古車 5 37.221 224，837 7，444 44，967 11 1勝2.21H

度 10 23.949 124.236 5.2 2，395 12.424 8 I 1. 2豚 11府 5、

富島 5 23，484 153.714 6.5 4，697 30.743 11 l軍事2.21f.f 2.135 2，562 ， 
坊 4 22，458 120.208 5.4 5，615 30，052 5 1賂1.2府

丹 4 15.105 87，025 5.8 3.776 21，906 5 1麻1.21f.f
|延 10 18，954 100，040 5.3 1，895 10，004 7 I 1.9豚 l府 2，708 3，249 

霊 4 11.456 53.163 4.6 2，864 13，290 5 1軍事1.2.府 2，241 2，C89 

重量 2 2.929 16，665 5.6 1，465 8，333 1 1，465 1，758 

曾 2 (1) 

緩 5 10.867 89，112 8.2 2，173 17，822 4 2.717 3，160 

夏 3 9，213 53.014 5.8 3.071 17.671 2 4.607 5，528 

全道 領州 軍府般 276

27 主事府州 20 

〔河東遁〕

州名 領廓 戸豊富 ロ 唱且 ロ/戸 戸l係 口/1孫 府 際 1ft7ifT岬

河中府 13 70， !'oo 469.213 6.6 5，446 36.093 33 1 : 2.5 2.554 

菅 8 64.836 429.221 6.6 8.104 53.652 15 1 : 1. 8 9.726 

続 7 82.204 517.331 6.3 11，743 73.904 33 1: 4.7 2.989 

慈 5 11.616 62.486 5.4 2.323 12.497 3 I 1. 7: 1 3.646 

保 6 19.455 124.426 6.3 3.242 20.738 6 1・1 3.243 I 3.891 l' 

太原府 13 128.905 778.278 6.0 9.916 59.867 18 1:1.4 7. 164 ~ 8.593 

I-Jj 5 59.450 320.230 64.046 12 1: 2.4 4.954 5.9431; 

泌 3 6. 30~ 34.963 5.5 1 2.102 11.054 2 I 1.5: 1 3.154 3.784 

遼 4 9.882 54.580 5.5 I 2.470 21.001 311.3・1 3.294 3.952 

嵐 4 16.748 84.006 5.014.187 21.∞2 1 4・1 16.748 19.096 

石 5 14.294 66.935 4.7 2.859 2 I 2.5: 1 7.147 8.575.1' 

街 2 14.806 82.032 5.5 7.403 41.016 4 1 : 2 3.702 4.442 

代 .1 5 i 21.捌 1∞.350 4. 'l. 4.お6 20.070 3 I 1.7: 1 7.093 8.511 
(1) 

治 101 68.391! 388.661 5.7 6.839 38.866 7.11.4:1 9.770 11.724 
(5) 

5.6 4.637 26.183 6 1 : 1 5.564 6.676 

2 

全i昌 領州 軍府敏 163 

18 軍府州 16 

-5-
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〔河南道〕

i!)(.f州名 領軍事 戸費量 口 倣 日/声 国/栃 ul鯨 軍IFI 係:1(，1 日/1(.1 了/府

河南l仔 20 194，746 1， 183，032 6.0 9，737 59，155 30 1嚇1.5'(，1 6，492 7，790 
波 7 69，374 273，756 3.9 9，911 39，108 4 1 1. 7牒Jlf.f 17，344 20，812 
侠 6 30，958 170，238 5.5 5，159 28，372 15 u埠2.51(.1 2，064 2，477 
守哩 6 28，249 88，845 3.1 4，708 14，807 411.5燦 l府

鄭 (8) 

f下 (8) 

許 (8) 

全道 領州 ギ1(1倣 77

29 1J(1舟川 7 

〔陥右遁〕

州名 ~Ji勝 戸数 口 数 ロ/戸 戸/鯨 口/豚 軍府 際 :1仔 戸/府 丁I1仔

薬 6 24，827 10ヨ，740 4.4 4，138 18，290 6 1: 1 4，138 4，961 

1問 4 6.425 24，520 3.8 1.606 6，130 5 (1 : 1) 1， 285 1，542 
(l) 

蘭 2 2.889 14，226 4.9 1，445 7，113 2 l‘ 1 1，445 1，734 

iIt 2，700 15，060 5.6 2，770 15，060 l 1 : 1 2，700 3，240 、
眠 3 4，325 23，441 5.4 1，442 7，814 3 1: 1 1， 442 1， 730 

• 4 1，275 7，670 6.0 319 1，918 
1k3 ) 

1. 3: 1 425 
510 

Z丁 として(850)

宕 2 1，190 7，199 6.0 595 3，599 2 1・1 595 714 

涼{ 5 22，462 110，280 4.9 4，492 22，056 7 3，208 3，849 
(6) 

也、 2 4，265 16，250 I 3.8 2，133 8，125 3 1， 422 1，706 

111 2 477 4.987 10.5 239 2，494 1 239 286 
z1ニして (4i8)

躍E 2 

甘 2 

丙 5 19，016 49，476 (5) 1: 1 

全道 pii州 軍 1(.1 42 

19 司.Ui行川 13 

一、
二
O
O人、

一、

0
0
0人
、
八

0
0人
と
籍
兵
の
定
員
を
規
定
さ
れ

て
い
た
。
今
す
べ
て
を
中
府

(
て

0
0
0人
)
と
偲
定
し
て
各
州

一
府

世
間
り
の
丁
数
に
劃
す
る
貼
兵
率
を
試

算
し
て
み
よ
う。

上
中
下
府
の
分
布

は
明
ら
か
で
は
な
く
、
或
る
州
に
上

府
の
み
が
お
か
れ
、
或
る
州
に
は
下

府
の
み
が
置
か
れ
る
と
い
う
可
能
性

-6-

主
峰
山ノ¥
土
工
、
:
、

t
v
h
邦'ノ、
、t
v
サ
I

l
v
ふ

μ

こ
の
際
無
視
す

る
ほ
か
な
い
。

ま
た
、
戸
口
統
計
か

ら
直
接
に
は
丁
男
数
は
不
明
で
あ
る

が
、
日
野
教
授
推
算
に
従
え
ば
、
卒

均

一
戸
二
丁
程
度
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
但
し
籍
帳
上
の
戸
丁
率
は

陰
漏
の
た
め
遁
か
に
低
く
、

天
費
時

の
卒
均
で
一
戸
一

・
二
寸
前
後
と
さ

れ
て
い
る
。
新
唐
書
地
理
志
所
載
の

天
賓
初
の
統
計
で
、
上
位
五
道
の
一
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〔河北道〕

州名 領解 声量k ロ 数 口/戸 戸/蘇 口/蘇 府 勝 ・府 戸/府 丁/府

懐 5 55，349 318，126 5.7 ll，070 63，625 補(28) 1豚1.6府 6，917 8，303 

Z車 14 151，596 1， 119，873 7.4 10，828 79，991 補 1 14豚 1府 151，596 181，195 
樽 6 

相 6 101.142 590，196 5.8 16，857 98，366 補主 3際 11ft 50，571 60，675 
(1) 

街 5 48.056 284，630 5.9 9，611 56，926 補 5 -1: 1 

洛 6 91. 666 683，280 7.5 15，278 ll，388 補 1 6県高 11ft 91，666 Iω，999 

組 8 63.454 395，238 6.2 7，932 補 1 8賂 l府 63，454 76，145 

易 6 44，230 258，779 5.9 7，372 43，129 9 2牒1.5府 4，914 5，897 

幽 9 67，242 371，312 5.5 7，471 55，220 補17
u採 2府 3，955 4，746 

(l~ 

平 i3 3， 113 25，086! 8.0 1 3豚 1府 3， 113 3，736 

捻 1 2，263 1 1 : 1 (2) 

位 2 6.06~ 30，246 4.9 補 2 1: 1 3，032 3，638 

間翻) 3| | 5，317 13，521 3.5 2 I 1. 5鯨 l府 2，659 3，090 

管 I1 997 3，789 3.8 

全道 領ナ!i
軍一府一-敏i一一4一6 

26 軍f仔刊{ 12 

L紛南道}

州名 領幣|田敬 Ll 1般 口/戸 戸/軍事 ロ/懸 府 蘇府 戸/豚 l丁/府

成都府 10 160，950 928，199 I 16;095 92，819 3 I 3.3蘇:1府 53，650 64，380 

:診 4 55，922 357，387 2 2蘇 27，961 33，554 

窃 4 56，577 390，694 3 I 1.3麻 :1 18，859 22.630 

漢 5 69.005 308，203 l 5鯨:1 69，005 82，806 

工P I 7 I 42，107 190，327 1 7懸 :1 42，107 50，5271 

5，742 269 1，436 (1) 4蘇:1 1，076 1，281 1 

扶 | (2) 

戸
卒
均
口
数
は
五
A

九
乃
至
六

・
九

人
で
大
韓
六
日
程
度
の
口
数
と
な
る

が
、
通
典
の
掲
げ
る
天
賓
一
八
載
の

綿
ロ
敷
五
、
二
九
二
高
に
劃
す
る
課

丁
男
八
二

O
寓
は
約
六
分

一
強
に
嘗

る
。
し
か
し
こ
の
課
丁
は
正
し
く
は

轍
丁
と
い
う
べ
き
で
、
見
不
職
を
加

え
て
考
え
る
と
き
、

一
戸
卒
均
二
丁

と
云
う
敷
の
標
準
が
か
な
り
の
時
代

的
巾
を
も
っ
て
安
賞
す
る
も
の
と
考

-.7 -

え
う
る
。

各
道
州
に
よ

っ
て
戸
口
率

と
共
に
戸
丁
率
に
も
か
な
り
相
違
が

あ
っ
た
如
く
で
、

一
般
に
富
裕
な
経

情
的
先
進
地
帯
ほ
と
↓
…
州
卒
均
戸
口

数
が
多
い
の
は
勿
論
、

一
戸
嘗
り
卒

均
口
敏
も
大
き
く
、
反
割
に
貧
窮
な

後
準
地
域
ほ
ど
戸
口
率
が
低
い
事
責

が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
貧
弱
な
州
豚

に
お
い
て
は
計
帳
に
登
載
し
て
税
役
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配
徴
の
基
準
と
な
る
戸
数
や
丁
口
数
を
、
恐
ら
く
賓
在
数
よ
り
か
な
り
少
な
く
報
告
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
が
下
さ
れ
て
い
る。

こ
う
し
た
含
み
を
も
っ

た
統
計
数
字
を
基
礎
と
し
て
操
作
し
た
結
果
に
つ
い
て
は
、

し
て
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

一
一層
問
題
が
あ
ろ
う
が
、

暫
く
大
勢
を
う
か
が
う
参
考
と

以
上
の
偲
定
に
立

っ
て
算
出
し
た
一
府
首
り
丁
数
の
結
果
を
道
別
に
比
較
通
覧
す
る
と
、

臨
右
は
一
府
嘗
り
卒
均
四、

0
0
0丁
以
下
、
開

内
諸
州
の
場
合
は一年
ね
四
、

0
0
0乃
至
五
、
0
0
0丁
嘗
り
一
府
、
河
東
は
八
、

0
00
丁
以
上
に
劃
し
一
府
、
河
南
は
九
、

0
0
0乃
至

一
高

丁
に
針
し
一
府
、
河
北
は
五
蔦
丁
に
一
府
程
度
と
い
う
割
合
と
な
る
。
す
べ
て
中
府
て

0
0
0人
と
し
て
貼
兵
率
を
算
出
す
れ
ば
、
関
内
諾

州
で
概
ね
二

J
三
丁
に
一
兵
乃
至
五
丁
に

一
兵
、
臨
右
諸
州
で
は
二
J
一
ニ
丁
以
下
に
劃
し
て
一
兵
の
割
で
、

置
か
れ
た
折
衝
府
は
下
府
、

戸

は
二
丁
以
上
と
し
て
も
、
全
丁
男
が
充
兵
さ
れ
た
と
し
て
や

っ
と
規
定
の
兵
員
額
を
充
し
う
る
か
否
か
と
い
う
州
さ
え
少
く
な
い
。
と
こ
ろ
が

こ
れ
に
封
し
、
河
東
諸
州
で
は
三

J
四
丁
に

一
兵
以
上
一

O
丁
に
一
兵
迄
で
、
概
ね
五

J
六
丁
に
一
兵
程
度
、
河
南
の
州
で
は
入
J
二
O
丁
に

一
兵
、
河
北
に
い
た
っ
て
は
数
十
乃
至
百
丁
に
劃
し
て
一
兵
と
い
う
貼
兵
率
を
示
す
諸
州
が
少
く
な
い
。
し
か
も
前
記
の
諸
道
が
全
道
州
数
の
一

河
北
で
は
二
六
州
中
一
二
州
し
か
軍
府
を
お
か
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
臨
右
等
に
於

- 8ー

九
割
以
上
に
達
す
る
軍
府
州
を
か
か
え
て
い
る
の
に
、

て
は
特
に
繁
重
な
篠
役
の
差
遣
に
備
え
て
州
照
が
手
加
減
し
、
裁
籍
戸
口
数
や
戸
丁
率
を
寅
際
よ
り
低
く
し
て
い
た
と
も
見
ら
れ
、
従
っ
て
二

J
三
丁
以
下
に
劃
し
て
一
兵
と
い
う
比
率
は
若
干
緩
和
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
他
方
括
戸
括
丁
が
内
地
に
比
し
て
巌
し
く
な
か

っ
た
と

は
云
い
切
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
右
の
大
勢
は
動
か
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

」
れ
が
畢
な
る
机
上
の
計
算
の
み
で
な
い
こ
と
は
西
睡
出
土
の

古
文
書
に
徴
し
て
も
傍
誼
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

簿
と
考
え
ら
れ
る
ベ
リ
オ
文
書
第
二
六
五
七
、

西
村
元
佑
氏
は
「
唐
代
敦
埠
差
科
簿
の
研
究
」
に
お
い
て
「
漣
境
に
於
け
る
兵
役
の
重
徴
」
に
論
及
せ
ら
れ
、

二
八

O
三、

天
賓
六
乃
至
一

O
載
の
差
科

三
五
五
九
挽
に
就
い
て
、

衛
・
土
鎖
丘
ハ
)
充
役
者
の
簡
貼
率
を
算
出
表
示
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
敦
埠
地
方
で
は
府
兵
の
外
に
土
鎮
を
加
え
て
丁
男
の
三
六
・
六

%
乃
至
四
五
J
五
二
%
の
粘
'
兵
率
に
達
し
て
お
り
、
差
科
簿
か
ら
は
破
除
さ
れ
て
い
る
単
身
衛
士
・
単
身
土
鎮
な
る
者
の
数
を
加
算
す
る
と
、

三

O
一
八、

見
在
組
丁
男
劉
各
種
兵
役

(
衛
士
・
捌



あ
る
郷
の
如
き
は
全
郷
健
全
丁
男
中
の
、
買
に
七

O
%
の
兵
役
服
務
者
の
あ
っ
た
こ
と
を
の
べ
ら
れ
た
。
ま
た
三
入
戸
の
全
家
兵
役
服
務
者
の

例
を
も
奉
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
差
科
簿
に
お
け
る
衛
士
が
い
ず
れ
も
高
齢
者
で
、
彼
等
が
成
丁
と
同
時
に
筒
黙
さ
れ
た
と
慣
定
し
て
年
齢
逆

算
を
行
う
と
、
遅
く
と
も
開
元
十
九
年
以
後
こ
の
地
方
で
の
府
兵
筒
貼
は
中
止
さ
れ
代
っ
て
土
鎖
兵
の
差
充
が
そ
の
比
重
を
増
し
て
き
た
も
の

と
さ
れ
る
如
く
で
あ
る
。
そ
う
と
・
す
れ
ば
こ
の
土
鎮
兵
を
召
む
黙
兵
率
が
、
軍
役
を
主
と
し
て
府
兵
に
よ

っ
て
、
遂
行
せ
ん
と
し
た
時
期
の
府
兵

黙
兵
率
と
そ
れ
程
大
き
な
差
は
な
い
も
の
と
考
え
て
誤
り
あ
る
ま
い
。
府
兵
の
筒
黙
に
嘗
つ
て
は
、
高
戸
多
丁
戸
優
先
の
原
則
が
あ
っ
た
が
、

敦
埠
の
戸
籍
に
現
わ
れ
る
衛
士
は
い
ず
れ
も
貧
弱
の
下
戸
よ
り
入
箪
し
て
い
る
の
も
そ
の
貼
兵
率
の
高
さ
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
三
丁

に一

T
を
筒
黙
率
の
限
度
と
す
る
定
め
が
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、

閥
臨
諸
州
こ
そ
こ
の
限
度
規
定
が
重
要
な
意
味
を
も
っ
地
域
で
あ
り
、

常
時
こ
の
限
度
ぎ
り
ぎ
り
の
線
ま
で
徴
兵
が
行
わ
れ
、
時
に
は
そ
の
限
度
さ
え
も
無
視
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
地
域
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

繰
返
し
て
云
う
様
に
、
算
出
さ
れ
た
数
値
そ
の
も
の
は
偲
定
の
積
み
重
ね
の
上
に
立

っ
て
い
て
、
唯
一
の
論
擦
と
し
て
重
視
す
る
こ
と
は
危

険
で
あ
る
が
、
以
上
の
載
籍
戸
口
丁
数
と
軍
府
分
布
と
の
劃
比
に
よ

っ
て
、
府
兵
制
の
兵
役
負
措
の
地
域
的
偏
重
が
そ
の
恒
常
的
瞳
制
に
お
い

て
想
像
以
上
に
大
き
く
、
一

一般
の
税
役
負
撞
に
お
い
て
河
南
・
北
が
首
位
を
占
め
た
の
に
劃
し
、
軍
役
は
臨
右
・
閥
内
・
河
東
が
専
ら
そ
の
重

-9-

匿
を
負
措
す
る
た
て
ま
え
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

こ
の
黙
を
唐
初
に
朔
っ
て
考
え
る
と
き
、
天
賓
初
に
大
約
二
七

O
に
達
し
た

闘
内
、
一
五

O
の
河
東
、
三

O
の
臨
右
の
軍
府
は
、
そ
の
殆
ん
ど
が
既
に
'貞
観
以
来
設
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
府
兵
徴
役
の
重
貼
が
こ

の
三
道
に
集
中
し
て
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

た
だ
貞
観
の
戸
口
統
計
に
お
い
て
は
関
内
・
河
東
は
戸
数
に
お
い
て
二
位
・
五
位
で
あ
り
、

天
賓
に
お
い
て
玉
、
六
位
に
降
っ
て
い
る
の
に
比
す
れ
ば
ま
だ
し
も
戸
数
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
た
か
に
見
え
る
。

第
四
位
の
嶺
南
が
、

し
か
し
戸
口
第
一
位

の
叙
南
、
第
三
位
の
河
北
、
い
ず
れ
も
殆
ん
ど
府
兵
を
供
給
し
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
戸
口
率
か
ら
云

っ
て
関
内
・
河

東
・
臨
右
は
そ
れ
ぞ
れ
九
、
一

O
位
に
止
っ
て
お
り
、
貼
兵
卒
の
偏
重
は
や
は
り
最
初
か
ら
甚
し
か

っ
た
。
た
だ
武
后
朝
か
ら
玄
宗
朝

前
期
へ
か
け
て
の
、
河
南
・
北
、
江
東
・
西
、
准
南
の
載
籍
戸
数
の
激
増
に
よ

っ
て
、
全
園
の
税
役
負
措
戸
の
分
布
が
大
き
く
獲
り
つ
つ
あ
る

と
き
に
も
軍
府
布
置
の
大
勢
に
は
殆
ん
ど
饗
化
な
く
、
僅
か
に
東
京
周
遁

ハ
河
南
)
と
幽
州
方
面

(河
北
)
に
若
干
軍
府
の
増
置
を
見
た
程
度

一
一、

129 
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で
、
戸
口
分
布
に
劃
す
る
地
域
的
不
均
衡
の
程
度
は
ま
す
ま
す
顛
著
に
な

っ
た
と
云
い
う
る
の
で
あ
る
。

軍
府
分
布
に
関
す
る
諸
説

右
の
如
き
軍
役
負
捨
・
貼
丘
(
率
の
偏
重
に
針
し
て
、
従
来
行
わ
れ
て
き
た
説
明
は
、

「
居
重
敏
軽
」

に
よ

っ
て
中
央
集
権
的
統
制
力
を
強
化

せ
ん
と
し
た
こ
と
の
現
わ
れ
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た。

こ
れ
は
単
純
明
解
で
極
め
て
常
識
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
説
得
力
も
あ
る
。
た
だ

そ
こ
か
ら
、
そ
れ
故
に
こ
そ
唐
朝
の
崩
壊
の
要
素
が
芽
生
え
た
こ
と
に
な
る
黙
は
注
意
を
要
す
る
。
即
ち
集
権
的
た
ら
ん
と
し
た
結
果
、
唐
初

る
の
で
あ
る
。

こ
の
偏
重
が
民
生
を
破
援
し
、
均
田
租
庸
調
制
と
府
兵
制
の
崩
援
を
導
い
た
と
す

し
か
し
、
こ
の
偏
重
が
そ
も
そ
も
設
置
首
初
か
ら
の
制
度
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
崩
壊
は
ま
た
は
じ
め
か

以
来
既
に
狭
郷
で
あ
っ
た
関
内
に
税
役
兵
役
が
加
重
さ
れ
、

ら
議
想
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
を
承
知
で
強
行
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
何
故
で
あ
る
か
。

し
か
も
そ
の
分
布
は
、
同
じ
一
道

- 10一

の
中
で
も
特
定
の
州
鯨
に
偏
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
徴
兵
母
睦
た
る
戸
口
の
分
布
に
射
し
て
除
り
に
も
均
衡
を
失
し
て
は
い
な
い
か
。
こ
の
黙
を

@
 

問
題
と
し
た
の
は
谷
繁
光
氏
で
あ
る
。
谷
氏
は
概
略
次
の
よ
う
に
の
ベ

た
。
即
ち
「
折
衝
府
地
圏
の
大
小
、
丘
(
府
の
分
布
は
、
戸
口
の
多
少
と

密
接
な
関
係
が
あ
る
が
、
設
府
の
燦
件
は
た
だ
政
治
的
中
心
地
帯
を
重
視
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
方
の
情
勢
を
も
考
慮
し
て
お
り
、
軍
事
地
理

的
な
僚
件
に
従
っ
て
い
る
。
河
北
の
府
は
契
丹
侵
入
に
劃
し
て
お
か
れ
、
安
西
都
護
府
方
面
の
府
は
西
域
経
略
に
従
っ
て
お
か
れ
た
。
こ
う
し

た
軍
事
地
理
的
僚
件
に
加
え
て
、
そ
の
上
に
嘗
時
の
戸
口
の
多
少
を
考
慮
し
た
結
果
が
、
こ
う
し
た
不
均
等
分
布
を
生
み
出
し
た
」
、
と
い
う
の

で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
窮
極
に
お
い
て
唐
朝
の
安
定
を
つ
き
崩
し
た
も
の
は
各
地
域
の
戸
口
数
に
慮
じ
た
合
理
的
負
携
を
不
可
能
に
し
た
劉
外

軍
事
情
勢
の
匪
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
云
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
れ
に
射
し
て
、
中
央
集
権
の
意
味
を
更
に
一
歩
深
化
せ
し
め
、
軍
府
の
配
置
に
も
唐
朝
圏
家
の
特
徴
的
性
格
を
讃
み
と
ろ
う
と
す
る
見
解

が
あ
る
。
即
ち
岡
崎
文
夫
博
士
の
「
西
北
の
武
力
と
東
南
の
財
力
と
の
結
合
に
よ
る
支
配
」
と
い
う
特
徴
づ
け
が
あ
り
、
ま
た
陳
寅
俗
氏
の

「
欄
臨
貴
族
集
圏
に
よ
る
闘
中
本
位
政
策
」
と
い
ら
性
格
規
定
が
存
す
る
。
こ
れ
ら
の
見
解
は
、
軍
府
の
配
置
が
単
に
京
師
が
長
安
に
お
か
れ



た
と
い
う
偶
然
的
地
理
僚
件
や
、
外
夷
の
入
窟
等
の
園
防
上
の
必
要
か
ら
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
よ
う
な
結
果
以
前
の
、
む
し
ろ
唐
朝
統
治
集

圏
の
本
質
的
性
格
か
ら
生
れ
出
た
明
確
な
政
策
的
意
園
の
表
現
と
し
て
考
え
、
そ
こ
に
唐
朝
の
全
園
支
配
の
も
つ
意
味
を
考
え
よ

5
と
す
る
貼

で
一
致
し
て
い
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
根
本
的
政
策
意
園
は
、
軍
制
に
限
ら
ず
唐
朝
の
あ
ら
ゆ
る
制
度
や
施
策
の
中

に
潜
在
し
、
そ
の
方
向
を
規
定
じ
て
い
る
筈
で
あ
る
。
我
々
は
右
の
推
論
を
手
掛
り
と
し
て
こ
の
問
題
を
更
に
深
く
洞
察
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

賞
際
に
陳
氏
は
、
彼
の
い
わ
ゆ
る
「
開
中
本
位
政
策
」
を
ば
、
唐
朝
の
「
氏
族
」
政
策
、

豪
族
封
策
等
の
中
に
追
求
し
た
。

し
か
し
こ
う
し
た
本
質
論
に
入
る
以
前
じ
、
現
象
と
し
て
の
軍
府
の
分
布
を
、

今
少
し
分
析
的
に
眺
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ

の
黙
に
閥

⑤
 

し
、
全
く
新
た
な
角
度
か
ら
鏡
く
切
り
込
ん
で
、
府
兵
制
の
本
質
を
解
明
し
よ
う
と
企
て
た
の
が
容
仲
勉
氏
で
あ
っ
た
。
山
今
氏
の
論
品
、

直
接

に
は
谷
君
光
氏
の
見
解
を
俗
論
と
し
て
批
判
す
る
所
が
ら
出
援
す
る
。
即
ち
前
述
の
谷
氏
の
説
明
に
よ

っ
て
は
解
き
得
な
い
次
の
如
き
諸
黙
を

拳
げ
る
の
で
あ
る
。

軍
府
の
設
置
は
、
賓
は
全
く

一
般
戸
口
の
分
布
に
封
鹿
し
て
お
か
れ
た
の
で
は
な
い。
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ω
軍
府
の
分
布
は
、
ま
た
必
ず
し
も
各
地
方
の
政
治
的
・

軍
事
的
重
要
性
、

な
い
し
は
軍
事
地
理
と
は
合
致
し
な
い
。
唐
に
と

っ
て
の
外

敵
は
、
附
西
南
の
吐
蕃
、
帥
北
の
突
阪
、
お
よ
び
村
東
北
の
実

・
契
丹
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
西
南
と
東
北
は
軍
府
が
最
も
少
く
、
賞
際
吐

蕃
の
侵
入
路
に
嘗
っ
た
諸
州
に
も
布
置
さ
れ
て
は
い
な
い
。
む
し
ろ
、
関
内
は
勿
論
と
し
て
も
、
河
東
お
よ
び
河
北

・
河
南
の

一
部
内
地

に
多
い
。
そ
の
理
由
は
何
故
で
あ
る
か
。
単
に
京
畿
中
心
と
い
う
だ
け
で
は
不
充
分
で
あ
る
。

ω
し
か
も
各
道
の
軍
府
教
が
相
い
懸
絶
し
て

い
て
、
開
中
が
あ
ま
り
に
も
多
い
理
由
、
ま
た
河
東
が
東
都
洛
陽
を
擁
す
る
河
南
に
比
し
て

倍
以
上
の
軍
府
を
お
か
れ
て
い
る
理
由
が
充
分
説
明
さ
れ
え
な
い
。

例
目
領
南
・
江
南
等
に
お
い
て
、
数
多
あ
る
州
の
中
で
特
に
或
る
州
に
の
み
、

玉
、
六
箇
の
箪
府
が
お
か
れ
た
所
以
は
何
で
あ
る
か
。

ω
同
一
道
内
で
軍
府
州
と
非
軍
府
州
が
分
か
れ
、
ま
た
軍
府
州
相
互
の
聞
に
お
い
て
も
極
め
て
軍
府
の
分
布
に
疏
密
の
差
が
甚
し
い
。
こ

れ
は
何
故
で
あ
る
か
。
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以
上
の
疑
問
は
、

さ
き
に
筆
者
が
検
討
し
た
と
こ
ろ
に
照
ら
し
て
も
、

ま
こ
と
に
も
う
と
も
な
疑
問
で
あ
り
、
谷
氏
を
含
め
て
従
来
の
所
設

が
こ
の
疑
問
に
答
え
得
な
い
と
す
る
批
判
も
宵
祭
に
中
っ
て
い
る
と
云
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

市
し
て
こ
れ
に
劃
す
る
容
氏
の
解
答
は
、

ま
た
濁

特
な
も
の
で
あ
る
。
即
ち
一
言
に
し
て
云
え
ば
、
唐
の
府
兵
制
は
決
し
て
一
般
民
丁
を
劃
象
と
す
る
徴
兵
制
で
は
な
く
、
特
殊
な
「
府
兵
戸
」

を
劉
象
と
す
る
土
穫
の
世
襲
兵
制
(
兵
戸
制
)
で
あ
り
、
軍
府
州
と
は
正
し
く
か
か
る
府
兵
戸
の
配
隷
せ
ら
れ
て
い
た
州
で
あ
っ
て
、

「
府
兵
戸
」
の
分
布
に
劃
し
て
置
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
軍
府
布
置
の
遁
別
偏
差
、
同
一
道
内
で
の

一
般
戸

口
の
分
布
と
は
開
係
な
く

各
州
聞
の
甚
し
い
疏
密
の
偏
差
、

ら
ば
そ
の
「
府
兵
戸」

と
は
如
何
な
る
戸
で
、
何
故
天
下
諸
州
に
こ
の
よ
う
な
分
布
を
み
せ
て
散
居
す
る
に
到
っ
た
の
で
あ
る
か
。
容
氏
に
よ

さ
ら
に
特
定
州
の
み
が
軍
府
州
に
指
定
さ
れ
る
と
い
う
現
象
が
起
っ
た
の
で
あ
る
と
解
す
る
の
で
あ
る
。
然

れ
は
、
彼
等
こ
そ
は
古
同
組
が
太
原
に
奉
兵
し
て
以
来
、
中
原
入
閥
、
群
雄
卒
定
戦
に
陪
従
し
た
太
原
元
従
軍
の
後
奇
に
他
な
ら
な
い
。
彼
等
は

武
徳
の
と
き
、
願
留
宿
衛
者
三
高
(
糊
一
時
現
裕
一
批
即
日
目
ハ
配
)
を
留
め
て
京
師
近
傍
に
安
挿
せ
る
ほ
か
は
、
解
甲
野
田
せ
し
め
ら
れ
た
が
、
そ

の
際
の
数
や
地
域
は
一
々
史
籍
に
詳
載
さ
れ
て
は
い
な
い
。

し
か
し
必
ず
や
先
ず
現
在
地
た
る
開
中
一
固
に
地
着
し
、
次
い
で
奉
丘
ハの
地
河
北

- 12-

に
本
貫
を
有
し
て
こ
こ
に
開
郷
す
る
者
が
多
く
、
更
に
一
部
、
河
南
北
、
江
南
等
に
本
貫
を
有
し
、
そ
こ
に
鯖
回
せ
る
者
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
京
兆
府
と
近
畿
諸
州
は
願
留
宿
衛
者
三
寓
を
も
府
兵
と
し
て
受
入
れ
た
た
め
、
特
に
懸
絶
し
て
多
数
の
府
兵
戸
を
か
か
え
、
軍
府
の
集
置

せ
ら
れ
る
所
と
な
っ
た
。
府
兵
戸
は
、
陪
制
に
な
ら
い
、
籍
を
州
鯨
に
入
れ
つ
つ
も
軍
府
の
統
領
す
る
こ
と
前
の
如
く
し
た
の
で
あ
り
、

う

し
て
州
と
軍
府
と
の
連
繋
を
も
た
さ
れ
た
州
が
軍
府
州
で
あ
る
。

軍
府
管
下
の
府
兵
戸
の
住
域
は
鯨
の
界
分
と
は
別
に
折
衝
府
の
「
地
園
」
と

さ
れ
、
彼
等
は
父
子
兄
弟
よ
り
定
員
の
紋
額
を
補
充
し
て
い

っ
た
も
の

J

で
あ
ろ
う
。
た
だ
も
し
府
兵
某
が
死
去
し
て
も
そ
の
子
弟
に
補
充
者
を

見
出
し
難
い
と
き
に
、
軍
府
州
の
一
般
民
、
特
に
同
郷
人
が
撰
充
さ
れ
て
府
兵
と
な
る
可
能
性
を
有
し
た
に
す
ぎ
な
い。

か
く
解
し
て
こ
そ
、

折
衝
府
が
何
故
に
終
始
一
所
に
固
着
し
て
設
け
ら
れ
、
毎
府
の
兵
数
が
固
定
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
黙
も
説
明
し
う
る
。
更
に
入
京
宿
衛
が
府

兵
の
主
要
任
務
の
一
と
さ
れ
た
の
も
、
そ
れ
が
元
t

従
軍
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
、
と
云
わ
れ
る
の
で
あ
る
4

ま
こ
と

に
大
腸
な
る
仮
設
で
あ
り
、
な
る
ほ
ど
容
氏
の
如
き
恒
定
に
立
っ
て
解
穫
す
る
と
、
始
め
に
氏
の
提
出
し
た
諸
疑
問
は
氷
解
す
る
。
し
か
し
も



し
然
り
と
す
れ
ば
我
々
の
従
来
府
兵
制
に
つ
い
て
抱
い
て
い
た
常
識
は
も
と
よ
り
、
唐
宋
以
来
の
歴
代
史
家
の
見
解
も
そ
の
殆
ん
ど
が
誤
っ
て

@
 

い
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
果
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か。

こ
れ
を
検
討
す
る
た
め
に
、
我
々
は
次
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

ω
'唐朝
創
業
期
に
お
け
る
兵
制
と
、
所
謂
府
兵
制
度
の
成
立
過
程
|
就
中
太
原
元
障
軍
と
の
関
係

ω
軍
府
州
指
定
地
域
の
諸
篠
件
|
特
に
非
軍
府
州
と
の
封
比
に
お
い
て

ω
軍
府
布
置
の
#
畳
裁
に
つ
い
て
の
穂
合
的
考
察

①
 

右
の
課
題
の
う
ち

ωに
闘
し
て
は
、
既
に
蓄
稿
に
お
い
て
あ
る
程
度
明
ら
か
に
し
た
の
で
今
は
省
く
が
、

つ
け
加
え
て
の
べ
て
お
く
と
、
，
次

の
諸
貼
を
あ
げ
う
る
で
あ
ろ
う。

第
一
に
、
山
今
氏
の
見
解
は
全
く
の
臆
測
に
す
ぎ
ず
、
根
援
と
な
る
史
料
に
依
け
て
い
る
。

第
二
に
、

太
原
起
義
軍
参
加
の
元
従
士
卒
が
果
し

て
そ
れ
程
天
下
各
地
の
人
聞
を
含
ん
で
い
た
可
能
性
が
あ
る
か
。
こ
れ
は
大
勢
論
と
し
て
で
あ
る
が
、
否
定
的
見
解
に
傾
か
ざ
る
を
え
な
い
。

い
わ
ゆ
る
府
兵
制
の
護
展
は
、
大
勢
上
兵
戸
制
の
解
消
、

一
般
民
丁
へ
の
番
役
化
を
志
向
し
て
き
た
の
は
紛
れ
な
い
と
こ
ろ
で
、
唐
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第
三
に
、

に
お
け
る
制
度
は
や
は
り
一

般
民
丁
中
よ
り
の
筒
黙
で
あ
っ
た
と
す
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
。

第
四
に
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
、
武

徳
令
以
来
、
唐
令
の
睦
系
で
軍
防
令
は
、
賦
役
令
・
田
令
・
戸
令
等
と
不
可
分
の
一
セ
ッ
ト
と
し
て
公
布
施
行
さ
れ
て
き
た
。
特
に
府
兵
戸
な

る
も
の
が
別
扱
い
さ
れ
た
例
は
な
く
、
‘
一
般
民
丁
の
税
役
鐙
系
の
中
で
一
般
課
丁
男
の
筒
貼
入
軍
に
伴
う
問
題
が
、
課
・
不
課
の
範
時
で
は
た

く
、
課
丁
現
不
縁
、
兎
課
の
範
時
の
中
で
慮
理
さ
れ
て
い
る
。
而
し
て
そ
の
こ
と
は
敦
煙
出
土
戸
籍
に
お
け
る
衛
士
の
記
載
に
も
明
誼
の
存
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
か
く
て
結
論
と
し
て
「
府
兵
戸
」
の
存
在
を
偲
定
す
る
容
氏
の
解
轄
を
支
持
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
容
氏

の
設
を
否
定
し
て
も
、
山
今
氏
の
指
摘
し
た
疑
問
に
つ
い
て
は
、
我
為
は
別
の
解
答
を
用
意
す
る
こ
と
を
迫
ら
れ
る
。
そ
れ
に
答
え
る
た
め
に
第

仰
の
問
題
、
所
調
軍
府
州
と
せ
ら
れ
た
諸
州
が
如
何
な
る
地
域
的
特
殊
性
を
有
し
て
い
た
か
を
考
察
し
て
み
た
わ。

ユ33
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(( )内ハ新唐留地理邑意ιヨノレ〕

道名 |穂府監|寧府州名 戸 府III If.f 名 州 沿 1f-

山南東 (10)14 江陵府〈別州〉 3溜 (1)1 羅宮 武徳5大徳管府.7大都督府

峡(映) :Hi (0)1 爽陵 武徳2平蔵鍬置 [陥以来爽陵府ア 11)

聾 :Hi (1)1 東陽 階置，武慾Z絶管府，貞観14都督府

裏 州 H~ (1)2 司~~羊 武書事4卒王世充，山南道行.. 7罷行..

郵域 A都督府

房 州i 1. (1)1 主成 武徳1置〈附ノl愚陵郡〉

金 州 1. (1)1 洪iIl 武徳1置.3鯨管

山南西 梁 ，州 (1)4 光義 ， 府武徳1.梁州徳管府. 7改A都督府

震水，厳lII.~中

景。 州 l高 (0)1 ;)1川 武徳2鱒管府. 7都督府

鳳 畑1 (1)1 飾 昌 武徳1置

文 州 (0)1 ロ甲
創南 (10)13 成都府 16. (3)3 威遁.1Il徳，二江 武宣車3盆州大行蜜，繕管府

2蕗 州 5高 (2)2 天水，麿興

罰 :Hi 5前 (3)3 金寝，麿隆.i唖ロ

lIi 州 6寓 (1)1 玉津

却 州 4高 (1)1 興化 武徳ノトキ雅州ヨり析置

~ 州 1千 (0)1 交川 都嘗府，文州，扶州ヨリ析量

扶 州 (0)2 安川，曾川

灘南 (6)10 掲 州 7前 W4 祁江 武徳3東南道行壷.9大書E督府

玉梅云， 江卒，新林，方山

唐兵府 和 州 2J‘ (1)3 新川，和川，香林 )鵡2.僻 府 (社伏胸囲宇)7.都
630余
江准南道 寓 州

H‘ (0)1 安緩 督府

不過8.9 安 州 2高 (1)2 義安.費総 武徳4.繕管府(卒王世充置)

唐志江准 i
南道計8
考補15

江南東 (2) 5 趨 州 (1)1 浦腸 武徳4.総管府(卒李子酒置〉

温 州 (0)1 三州 問永嘉郡，麿置嘉州 ・揺州，括州置締管府|

属 州 (0)1 泉山 都督府

江南西 理邑 州 (1)1 長沙 武徳4.繕管府〈卒爾鋭.)

=口k 州 (0)1 永泰 童書洪州鍵管府下(卒称子弘置)

ht南 (3) 6 ，. 州 (2)2 緩南，番掲 武徳4鱒管府

貴 州 (1)1 制山 武徳4.予州締管府

経 列1 (0)1 池南 武徳3.9(4)纏管

澄 州 (0)1 上梓 武穆3.9置

潜 州 (0)1 潜水

華商務遊軍府州沿革表第三表

定
さ特
れ定 軍
た州府華
かがも州南
を何の諸
考故篠遁
察軍 件に
す府 お
る 州 け
tこ tこ る

嘗指

司
て

一
道
の
大
部
分
が
軍
府

少li
で

た
だ
各
州
内
に
設
置
さ

れ
た
軍
府
の
数
に
若
干
の
多
少

の
差
、
不
均
が
あ
る
に
止
る
よ

- 14ー

う
な
地
方
、
闘
内
、
河
東
、
臨

右
の
如
き
諸
遁
よ
り
は
、
む
し

ろ
特
に
問
題
と
な
る
の
は
、

道
全
睡
と
し
て
見
れ
ば
殆
ん
ど

軍
府
を
置
か
れ
て
い
な
い
よ
う

な
地
方
、

准
南
、

江
南
、

嶺

南
、
銀
南、

臥
問
中
諸
遁
に
お
け

る
軍
府
州
の
場
合
で
あ
ろ
う
。

か
か
る
華
中
・
華
南
の
軍
府
州

名
を
拾
っ
て
一
括
表
示
す
れ
ば



次
表
の
如
く
で
あ
る
(
第
三
表
)
。

う
か
。先、ず

v

」
れ
ら
の
州
は
、

果
し
て
こ
れ
ら
の
州
が
軍
府
州
と
せ
ら
れ
た
に
つ
い
て
、

何
等
か
通
共
せ
る
事
由
を
推
知
で
き
る
で
あ
ろ

両
唐
書
地
理
志
に
よ
る
限
り
、

各
道
内
の
戸
口
分
布
に
お
い
て
は
決
し
て
上
位
を
争
う
要
曾
ば
か
り
と
は
云
い
難

く
、
こ
こ
で
も
兵
府
の
分
布
は
戸
口
の
分
布
と
は
ほ
ぼ
無
関
係
と
云
い
う
る
。
例
え
ば
叙
南
道
に
は
戸
数
六
蔦
を
算
す
る
梓
・
豚
州
、
准
南
道

に
は
戸
数
回
蔦
の
腫
州
、
三
寓
の
箭
州
等
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
軍
府
州
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。

次
に
地
園
を
案
じ
て
交
通
路
等
、
地
理
的
保
件
を
眺
め
て
見
て
も、

そ
れ
ら
の
大
多
数
を
含
む
が
如
き
特
記
す
べ
き
篠
件
は
何
も
見
出
す
こ

と
は
で
き
な
い
。

と
す
れ
ば
、
残
る
と
こ
ろ
は
こ
れ
ら
の
州
の
沿
革
そ
れ
自
置
に
何
ら
か
特
色
が
認
め
ら
れ
る
か
と
い
う
貼
に
し
ぼ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の

黙
こ
そ
は
ま
た
、
容
氏
が
自
設
に
根
擦
を
輿
え
ん
と
す
れ
ば
嘗
然
行
っ
て
然
る
べ
き
検
討
手
績
き
で
も
あ
っ
た
。
山
今
氏
の
立
論
が
杜
撰
の
評
を

克
れ
な
い
の
も
こ
う
し
た
追
究
を
怠
っ
た
黙
に
あ
る
。
南
唐
書
地
理
志

・
元
和
郡
鯨
志
等
の
記
載
を
参
照
し
て
、
こ
れ
ら
諸
州
の
沿
革
で
何
か

目
に
つ
く
こ
と
が
あ
る
か
と
云
う
に
、
少
く
と
も
そ
れ
は
一
つ
あ
る
。
即
ち
、

こ
れ
ら
の
州
の
牟
数
以
上

(一一二

州
中
一
九
州
)
が
、
嘗
て
武

徳
・
貞
観
の
際
、
行
蓋

・
綿
管
府
・
都
督
府
を
設
置
さ
れ
た
州
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
見
然
ら
ざ
る
州
の
中
で
も

一
一
一
州
中
四
州
は
前
記
の

州
か
ら
後
年
析
置
せ
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
例
え
ば
江
西
の
吉
州
の
如
き
、
奮
惰
の
庫
陵
郡
で
武
徳
五
年
林
士
弘
を
討
卒
し
て
吉
州

を
置
い
た
。
吉
州
に
は
組
管
府
は
お
か
れ
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
こ
の
と
き
預
章
郡
に
洪
州
総
管
府
を
お
き
、
吉
川
は
そ
の
隷
下
の
最
有
力
州

で
あ
っ
た
。
残
る
入
州
中
一
つ
は
惰
以
来
の
軍
府
ら
し
く
、
七
州
は
不
明
で
あ
る
が

そ
の
う
ち
二
州
か
ら
は
逆
に
都
督
府
が
析
置
さ
れ
て
い

る
。
華
南
諸
道
の
軍
府
州
は
、
そ
の
大
部
分
が
武
徳

・
貞
観
の
際
に
穂
管
府
・
都
督
府
の
設
置
を
見
た
州
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
恐
ら
く
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こ
れ
ら
の
州
の
軍
府
設
置
理
由
と
推
測
し
て
も
大
過
あ
る
ま
い
。
然
ら
ば
逆
に
、

嘗
て
同
じ
く
穂
管
府

・
都
督
府
を
設
置
せ
ら
れ
た
州
で
あ
り

な
が
ら
、
後
年
折
衝
府
を
置
か
れ
な
か

っ
た
州
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
検
す
る
と
確
か
に
若
干
例
を
護
見
で
き
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
の

州
に
は
ま
た
共
通
す
る
特
徴
が
あ
る
。
例
え
ば
、
江
南
西
道
の
江
州
は
惰
の
九
江
郡
の
地
で
、
武
徳
五
年
に
穂
曲
目
府
〈
後
都
督
府
と
改
稿
〉
を

- 15-
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お
か
れ
た
が
、
貞
親
元
年
に
都
督
府
を
罷
め
ら
れ
、
同
じ
く
洪
州
の
場
合
は
、
武
徳
五
年
林
子
弘
を
卒
げ
て
洪
州
総
管
府
が
お
か
れ
、
後
ち
、

洪
州
自
身
は
非
軍
府
州
と
な
っ
た
が
、
嘗
て
洪
州
総
管
府
下
に
隷
し
て
い
た
吉
州
の
方
が
軍
府
州
と
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
宣
州
は
惰
の
宣
城

郡
の
地
、
武
徳
三
年
社
伏
威
が
蹄
順
し
て
宣
州
総
管
府
が
お
か
れ
、
同
六
年

一
時
輔
公
一怖
に
占
領
さ
れ
た
が
七
年
回
復
し
、
改
め
て
宣
州
都
督

ノ
''

府
を
お
か
れ
た
も
の
の
、
貞
観
元
年
都
督
府
底
止
と
共
に
属
豚
を
揚
州
(
軍
府
州
)
に
割
属
し
て
い
る
。
そ
の
他
江
州
の
場
合
は
、
武
徳
五
年

准
南
遁
の
光
州

・
策
州
も
武
徳
三
年
総
管
府
を
設
置
し
た
が
貞
観
元
年
省
か
れ
、
山
南
の
都
州
は
武

総
管
府
を
お
か
れ
た
が
貞
観
五
年
慶
止
、

徳
三
年
総
管
府
を
設
置
し
た
が
、
翌
四
年
に
は
腰
し
て
山
南
行
蓋
に
隷
せ
し
め
、
唐
州
は
武
徳
四
年
飽
管

(
顕
州
〉
を
お
き
七
年
都
督
府
に
改

稿
し
た
も
の
の
貞
観
元
年
に
は
鹿
寵
し
て
い
る
。
以
上
の
如
く
、
嘗
て
綿
管
(
都
督
)
府
を
設
置
さ
れ
な
が
ら
後
年
軍
府
州
と
さ
れ
な
か

っ
た

い
ず
れ
も
、
武
徳
末

・
貞
観
初
年
ま
で
に
府
を
腰
罷
せ
ら
れ
る
か
、
或
は
自
ら
軍
府
州
と
さ
れ
る
代
り
に
管
下
の
有
力
州
の
方
が
軍

諸
州
は
、

府
州
と
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
っ
て、

こ
こ
に
総
管

・
都
督
府
、
特
に
貞
観
年
聞
に
入
つ
て
の
そ
の
布
置
と
、
折
衝
府
の
設
置
と
が
密
接
な
関
係

の
あ
る
こ
と
は
略
々
疑
な
い
と
こ
ろ
と
な
っ

た。

な
お
総
管
府
と
の
関
係
を
明
確
に
立
誼
し
得
な
い
諸
州
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ら
が
い
ず
れ
も

- 16一

武
徳
初
年
の
創
置
に
か
か
る
州
で
あ
る
こ
と
、

即
ち
換
言
す
れ
ば
い
ち
は
や
く
惰
末
の
群
雄
の
支
配
を
脱
し
て
唐
朝
へ
の
蹄
属
が
明
ら
か
と
な

っ
た
州
で
あ
る
こ
と
は
注
目
し
て
お
い
て
よ
か
ろ
う
。

四

総
管
府
(
都
督
府
)
制
度
の
展
開
と
府
兵
制

周
知
の
如
く
、
唐
は
園
初
の
圏
内
卒
定
戦
に
首
っ
て
、
-
服
属
地
に
大
穂
管
府
或
は
総
管
府
を
設
け
て
数
州
の
軍
政
を
管
せ
し
め
、

更
に
そ
の

上
に
大
行
蓋
ま
た
は
行
蓋
を
お
い
て
、
軍
政
の
最
高
権
限
を
付
輿
し
、
以
て
大
統

一
に
先
ん
ず
る
地
域
ゃフ
ロ
ッ

ク
ご
と
の
統
一

を
促
進
せ
し

め
た
。
裏
州
道
行
蓋
を
斉
王
元
吉
に
、
東
南
道
行
蓋
を
杜
伏
威
に
委
ね
た
ほ
か
は
、
快
東
道
大
行
蓋
を
は
じ
め
山
東
道
、
盆
州
選
等
の
行
蓋
向

書
令
は
秦
王
世
民
が
粂
ね
、

や
が
て
世
民
の
登
極
に
よ

っ
て
そ
の
使
命
は
終
り
、
武
徳
末
年
を
以
て
す
べ
て
慶
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
組
管
府

は
そ
の
数
も
多
く
、
武
徳
也
年
都
督
府
と
改
名
さ
れ
て
数
を
減
じ
つ
つ
も
、
後
ち
ま
で
そ
の
形
骸
を
止
め
、
換
骨
脱
胎
し
つ
つ
も
唐
の
地
方
制



度
上
に
機
能
を
果
し
つ
づ
け
る
こ
と
と
な
る
。

そ
の
詳
細
は
別
に
専
論
を
必
要
と
す
る
が
、
今
、
必
要
な
範
囲
に
お
い
て
一
瞥
を
興
え
る
こ
と

と
す
る
。

(

イ

〉

北
周
の
締
管
府

組
管
は
、
北
周
書
明
帝
紀
、
武
成
元
年
春
正
月
僚
に
停
え
る
如
く
、
貌
晋
以
来
護
展
し
来
っ
て
北
朝
に
も
行
わ
れ
た
都
督
諸
州
軍
事
を
改
名

し
た
も
の
に
始
ま
る
。
し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
、
都
督
諸
州
軍
事
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
都
督
職
が
散
官
化
の
傾
向
を
強
め
、
領
丘
ハ
都
督
と
不
領

兵
都
督
の
匡
別
が
行
わ
れ
、
領
兵
者
に
は
侍
に
職
名
と
し
て
の
握
手
-
加
え
る
こ
と
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
)た
如
汁
で
あ
る
。
元
来
軍
一
蹴
を

統
督
す
る
と
い
う
意
味
の
語
か
ら
生
れ
た
軍
職
名
で
あ
る
都
督
に
は
、

上
下
に
亘
り
任
務
を
異
に
す
る
多
く
の
階
紐
が
分
か
れ
、
各
々
識
別
の

た
め
の
稽
放
を
冠
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
上
は
数
州
の
軍
事
を
領
L
粂
ね
て
一
州
の
民
政
を
も
理
す
る
州
銀
長
官
や
、
大
軍
征
討
の
最
高
方
面
軍

指
令
官
と
し
て
の
行
軍
の
使
持
節
大
都
督
賂
軍
、

下
は
行
伍
列
聞
の
将
校
、
部
隊
指
揮
官
と
し
て
の
大
都
督

・
帥
都
督

・
都
督
等
ま
で
が
あ
っ

た
。
そ
れ
ら
に
封
醸
し
て
緯
管
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
も
の
も
同
様
に
、

州
銀
長
官
と
し
て
の
州
総
管
、

行
軍
指
令
官
と
し
て
の
大
穂

管
、
一
軍
園
長
と
し
て
の
総
管
、
単
な
る
賂
校
と
し
て
の
子
組
管
な
ど
を
含
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
州
鎮
長
官
た
る
綿
管
は
、
都
督
同
様
、
使

持
節
・
持
節
の
稀
競
を
加
え
ら
れ
将
軍
競
を
も
幣
し
、
従
来
の
都
督
匡
を
総
管
区
と
し
て
統
轄
し
、
都
督
府
を
縫
承
す
る
綿
管
府
の
幕
僚
を
置

い
た
。
北
親
末
に
は
将
軍
読
を
帯
す
る
都
督
刺
史
は
州
府
の
ほ
か
に
将
軍
府
と
都
督
府
を
も
聞
き
、
三
系
列
の
吏
僚
を
擁
じ
て
い
た
が
、
北
周

で
は
軍
府
は
線
管
府
の
み
に
統
合
し
お
別
に
時
間
軍
府
を
聞
か
し
め
な
か
っ

た
。
勿
論
そ
の
治
所
や
管
域
は
固
定
不
獲
の
む
の
で
は
な
く
、
必
要@

 

そ
の
大
要
は
巌
耕
墓
氏
の
大
著

に
腔
じ
て
嬰
更
を
被
り
、
組
管
に
任
、
せ
ら
れ
る
人
物
の
如
何
に
よ

っ
て
も
改
援
を
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
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に
詳
記
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
に
よ
る
と
、
北
競
時
代
の
都
督
巨
が
極
め
て
不
安
定
で
あ
っ
た
の
に
比
し
遁
か
に
固
定
的
と
な
り
、
南

朝
や
東
貌
の
都
督
匡
同
様
、
略
々
定
型
化
し
て
い
る
。
同
時
に
そ
れ
は
巡
属
の
刺
史
に
射
す
る
軍
事
以
外
の
統
制
権
も
強
力
化
し
、
中
央
と
州

郡
豚
と
の
中
問
機
関
と
し
て
の
地
位
を
強
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
軍
事
的
に
は
刺
史
を
通
じ
て
管
下
諸
州
の
州
兵
を
統
制
す
る
と
共
に
、
管

内
の
肪

〈
北
貌
以
来
の
銀
と
周
、じ〉

・
成
を
直
轄
し
た
。
都
督
時
代
、
帳
内
・
肪
城
等
の
各
種
都
督
、
統
軍
・
憧
主

・
陵
主
等
が
そ
の
下
に
あ

- 17-
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っ
た
が
、
都
督
に
総
管
の
職
名
が
興
え
ら
れ
た
ほ
か
は
同
緩
で
あ
っ
た
。
防
・
成
の
兵
は
勿
論
、
州
丘
一
も
基
本
的
に
は
軍
防
に
集
居
す
る
軍
人

兵
戸
か
ら
出
た
。
こ
れ
ら
の
軍
兵
を
総
稽
し
て
、
中
央
の
禁
衛
軍
お
よ
び
丞
相
府
の
二
十
四
軍

(
儀
同
府
丘
C

を
含
め
た
中
軍
に
封
し
、
外
軍

と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
紙
管
府
は
嘗
時
に
お
い
て
は
い
わ
ゆ
る
「
府
兵
」
と
は
関
係
な
く
、
組
管
府
の
兵
と
い
う
意
味
で
の
府
兵
を
統
轄
し
た

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

西
貌
以
来
の
二
十
四
軍
を
構
成
す
る
開
府
儀
同
三
司
府
の
兵
は
、
武
帝
の
建
徳
三
年
十
二
月
の
改
制
に
よ
っ
て
丞
相

府
あ
る
い
は
中
外
府
直
属
軍
と
し
て
の
地
位
か
ら
皇
帝
の
近
衛
軍
の
列
に
加
え
ら
れ
、
近
衛
に
上
番
宿
衛
す
る
に
到

っ
て
い
た
が
、

奮
来
の
禁

い
わ
ゆ
る

「
府
兵
」
、そ

れ
自
身
猫
自
の
統
轄
系
統
を
な
し
て
い
た
。
宿
衛
の
制
度
は
建
徳
元
年
に
改
置
を
見
た
が
、
三
年
末
二
十
四
軍
の
増
強

横
大
と
府
兵
の
宿
衛
上
番
を
決
定
す
る
と
共
に
四
年
に
入
っ
て
更
に
整
備
増
設
が
は
か
ら
れ
た
。
金
石
孝
編
喧
ハ
唐
苗
紳
客
撰
「
乙
速
孤
紳
慶

碑
L

〕
内
、
潜
研
堂
金
石
文
政
尾
お
よ
び
八
麹
室
金
石
補
正
巻
四

O
に
て
補
う
)
に
、

軍
と
は
陸
別
さ
れ
、

/一、
~、
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租
安
〔
斉
〕
前
鋒
都
督
、
周
右
武
候
〔
右
六
〕
府
聴
騎
将
軍
開
府
儀
同
三
司
。

と
あ
る
。
こ
の
左
(
右
〉
武
候
に
つ
い
て
は
惰
の
十
六
街
中
の
武
候
衛
に
蓮
績
す
る
こ
と
は
疑
い
な
い
も
の
の
、

建
徳
初
ま
で
に
成
立
す
る
北

周
の
定
制
、
左
右
宮
伯
、
左
右
武
伯
、
左
右
司
武
、
左
右
司
衛
の
中
に
は
見
え
な
い
の
で
惰
制
の
混
入
か
と
疑
う
向
き
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
緩

高
一
恒
丘
一
一
韓
日
産
蹴
俸
に
、

宣
帝
大
象
元
年
(
勾
印
〉
九
月
下
山
謁
帝
、
意
崇
三
賓
、
到
城
南
門
、
以
不
許
入
、
準
退
論
理
、
武
候
府
上
大
夫
拓
王
猛
、

衣
大
夫
乙
婁
謙

問
、
従
何
而
来
、
朋
儒
何
在
、
施
主
是
誰
。

と
あ
り
、
虜
姓
乙
婁
謙
は
漢
名
伊
彦
恭
で
、
陪
書
一
時
四
伊
婁
謙
停
お
よ
び
文
帝
紀
開
皇
元
年
二
月
僚
に
よ
る
に
、
惰
文
帝
の
受
樟
に
よ

っ
て
左

武
候
大
将
軍
に
昇
せ
ら
れ
て
い
る
。
少
く
と
も
周
宣
帝
時
代
に
は
既
に
武
候
衡
が
存
し
、

二
十
四
軍
を
構
成
す
る
膜
騎
賂
軍
開
府
儀
同
の
統
轄

す
る
開
府
(
腰
騎
〉
府
兵
が
各
衛
に
分
属
せ
し
め
ら
れ
、
左
右
に
分
け
て
左
ハ
右
〉
一
府
、
二
府
、
三
府
と
番
競
を
付
せ
ら
れ
て
い
た
の
が
わ

か
か
る
腫
制
が
成
立
し
た
時
期
は
明
確
に
し
難
い
、
が
、
建
徳
四
年
(
勾
印
〉
以
後
大
象
元
年
(
印
叶
由
)
以
前
の
時
期
で
あ
ろ
う
こ
と
は
略

か
る
。



略
疑
な
い
ト
金
石
孝
編
鳩
一
一
一
陳
茂
碑
に
北
周
末
大
将
軍
府
嫁
治
右
十
二
府
長
史
を
歴
任
し

L

開
皇
一
克
年
右
衛
府
長
史
に
除
せ
ら
れ
た
と
あ
る
の

も
そ
の
一
例
で
あ
る
。
情
書
玲
八
百
官
志
下
に
、

左
右
衛
掌
宮
披
禁
禦
、
督
掻
仕
街
、

〈
中
略
)
左
右
衛
又
各
統
親
街
、
置
開
府
、

(
左
動
衛
開
府
、
左
朔
一
開
府
、
二
開
府
、
三
開
府
、
四

開
府
、
及
武
街
、
武
候
、
領
軍
、
東
宮
領
兵
開
府
準
此
)
府
置
開
府
一
人
、
(
中
略
)
又
有
儀
同
府
、
儀
同
以
下
置
貫
同
開
府
、
但
無
行
参

軍
員
、
諸
府
皆
領
軍
坊
、
毎
坊
置
坊
主
一
人
、
佐
二
人
、
云
々
。

と
あ
る
惰
制
は
、
周
制
を
そ
の
ま
ま
受
け
た
も
の
と
見
て
差
支
え
な
い
。
開
府
府
は
元
来
西
親
字
文
泰
の
丞
相
府
軍
時
代
、
各
一
軍
を
領
し
て

二
府
宛
使
持
節
十
二
大
将
軍
大
都
替
に
隷
し
、
二
十
四
軍
を
構
成
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
周
初
字
文
護
専
権
時
代
に
各
軍
を
増
募
に

よ
っ
て
撲
大
し
、
数
開
府
を
以
て
一
軍
を
構
成
す
る
よ
う
に
更
め
、
機
大
さ
れ
た
一

軍
の
統
轄
者
は

一
級
上
の
使
持
節
大
将
軍
都
督
を
以
て
せ

し
め
、
そ
の
職
名
を
ば
穂
管
と
定
め
た
の
で
あ
旬
。
文
苑
英
肇
一
銭
興
信
「
周
柱
園
大
将
軍
爾
綿
永
紳
遁
碑
」
に
、

授
使
持
節
大
将
軍
都
督
・
治
左
八
軍
、
穂
管
軍
事
、
(
中
略
)
天
和
二
年
(
中
略
〉
叉
任
左
府
第
三
軍
総
管
、

甘
六
年
(
保
定
四
年
・
Q
E〉)、
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初
被
勅
、
将
兵
馬
北
道
教
習
。

と
あ
り
、
周
書
地
一
一
一段
永
惇
吋
、

保
定
四
年
奔
大
将
軍
、
(
中
略
)
天
和
四
年
授
小
司
冠
、
尋
震
右
二
軍
穂
管
、
率
兵
北
道
講
武
。

と
あ
る
。
恐
ら
く
諸
府
は
、
卒
時
に
お
い
て
は
各
々
配
属
せ
し
め
ら
れ
た
近
衛
府
に
兵
を
上
番
せ
し
め
る
が
、
行
兵
・
講
武
の
出
陣
に
嘗
つ
て

は
使
持
節
大
勝
軍
都
督
を
以
て
各
一
軍
の
線
管
に
任
命
し
、
二
十
四
組
管
に
率
い
ら
れ
る
左
右
廟
二
十
四
軍
に
編
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
中
軍
を
構
成
す
る
二
十
四
軍
も
、

そ
の
出
陣
行
軍
に
際
し
て
の
指
揮
官
は
組
管
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、

ら
行
軍
の
穂
管
も
嘗
然
そ
の
任
務
遂
行
期
間
中
は
所
定
の
幕
僚
を
置
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
州
鎮
組
管
と
は
別
の
系
統
に
お
い
て
、
い
わ

ゆ
る
「
府
兵
」
即
ち
膜
騎
将
軍
開
府
儀
同
三
司
、
車
騎
将
軍
儀
同
三
司
の
軍
府
に
隷
し
中
央
直
属
の
二
十
四
軍
を
構
成
す
る
軍
坊
の
兵
も
、
や

は
り
綿
管
を
以
て
統
轄
さ
れ
る
鐙
制
と
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

れ
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建
徳
四
年

3
5
北
周
は
中
外
軍
を
動
員
し
て
北
宵
を
伐
っ
た
。
周
三
一
武
帝
紀
同
年
七
月
丁
丑
僚
に
、

以
柱
園
陳
王
純
矯
前
一
軍
総
管
、
築
陽
公
司
馬
消
難
震
前
二
軍
総
管
、
都
知
園
公
達
実
麗
漏
前
三
軍
総
管
、
越
王
盛
震
後
一
軍
総
管
、
周
昌

公
侯
莫
陳
麹
震
後
二
軍
縮
管
、
遡
王
招
震
後
三
軍
総
管
、
持
王
憲
率
衆
二
高
、
趣
察
陽
、
随
園
公
楊
堅
・
贋
寧
侯
欝
週
、
舟
師
三
高
、
自

清
入
河
、
柱
園
梁
園
公
侯
莫
陳
丙
率
衆
一
高
、
守
太
行
道
、
申
圏
公
李
穆
帥
衆
三
官
肉
、
守
河
陽
道
、
常
山
公
子
翼
帥
衆
二
高
、
出
陳
汝
、

壬
午
、
上
親
率
六
章
、
衆
六
首
問
、
直
指
河
陰
。

と
あ
り
、
そ
の
軍
は
禁
衛
六
軍
〈
武
責
・
放
貰
・
射
撃
・
購
騎
・
羽
林
・
滋
撃
)
を
中
軍
と
し
、
前
三
軍
・
後
三
軍
の
六
行
軍
総
管
に
帥
い
ら

れ
る
主
力
軍
一
七
高
か
ら
成
っ
て
い
た
が
、
翌
五
年

aa)
十
月
滅
膏
の
師
も
、

己
酉
、
帝
組
戎
東
伐
、
以
越
王
盛
爵
右
一
軍
糟
管
、
杷
園
公
亮
篤
右
二
寧
線
管
、
惰
園
公
楊
竪
矯
右
三
軍
総
管
、

管
、
大
将
軍
資
泰
魚
左
二
軍
縮
管
、
贋
化
公
丘
崇
矯
左
三
軍
縮
管
、
斉
王
憲
・
陳
王
純
魚
前
軍
(
線
管
)
云
々
。

と
あ
っ
て
や
は
り
二
穂
管
の
帥
い
る
前
軍
と
親
統
の
中
軍
お
よ
び
左
右
各
三
軍
縮
仙
管
に
よ
っ
て
帥
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
よ
り

先
、
周
書
噌
一
晋
陽
公
護
体
お
よ
び
鵡
武
帝
紀
上
に
、

(
保
元
四
年
)
於
是
護
二
十
四
軍
及
左
右
廟
散
隷
及
秦
臨
巴
萄
之
兵
諸
蕃
園
之
衆
二
十
寓
人
、
〈
中
略
)
至
澄
開
、

率
精
兵
十
寓
魚
前
鋒
、
大
将
軍
纏
景
宣
率
山
南
之
兵
。

諜
王
倹
魚
左
一
軍
縮
刷
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乃
遁
柱
園
尉
遅
週
、

と
あ
り
、
同
二
年
六
月
己
亥
僚
に
、

分
山
南
、
荊
州
安
州
裏
州
江
陵
矯
四
組
管
、
(
中
略
)
(
四
年
十
月
〉
大
賂
軍
権
景
宜
、
容
山
南
諸
軍
。

と
あ
っ
て
、
保
定
四
年
の
東
征
軍
が
二
十
四
軍
府
兵
を
中
核
に
、
各
組
管
府
丘
ハ
を
混
え
て
編
成
さ
れ
た
よ
う
に
、
建
徳
四
、
五
年
の
東
征
軍
も

禁
衡
の
六
軍
、
二
十
四
軍
を
以
て
中
軍
を
形
成
し
、

‘外
州
糟
管
府
の
外
軍
を
以
て
前
後
左
'
石
の
行
営
巴
配
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
先
掲
行

軍
諸
栂
管
の
う
ち
昔
時
の
現
職
の
判
明
す
る
も
の
を
闘
ぞ
け
る
と
、
陳
王
純
が
快
州
線
管
、
達
実
震
金
州
総
管
十

一
州
九
防
軍
事
金
州
刺
史
J

侯

宴
摂
理
秦
州
細
管
、
李
穆
原
州
綿
管
、
子
翼
安
穏
等
六
州
五
勤
諸
軍
事
安
州
線
管
、
議
王
倹
盆
州
総
管
で
右
の
推
測
を
援
け
て
い
る
。



'か
く
て
E
I
斉
の
役
が
終
る
と
、
奮
北
雑
用
賀
を
含
め
て
新
た
に
州
鎮
と
し
て
の
組
管
府
の
再
配
置
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
↑
北
斉
の
河
勝

行
蓋
を
継
い
で
河
陽
及
洛
懐
等
九
州
を
管
す
る
河
陽
線
管
を
は
じ
め
、
相
州
穂
管
、
定
州
組
管
、
幽
州
線
管
、
議
州
組
管
、
南
売
(
事
〉
州
縛

管
、
主
同
州
組
管
、
徐
州
糟
管
府
等
が
お
か
れ
、
こ
う
し
て
績
大
さ
れ
た
穂
管
府
の
兵
は
嘗
初
は
来
征
し
た
行
軍
諸
穂
管
塵
下
の
北
周
中
外
軍
の

駐
留
兵
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
戦
後
慮
理
の
段
階
を
終
り
、
葦
北
の
本
格
的
統
一
に
準
む
に
つ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管
内
に
お
い
て
新

た
な
兵
源
を
創
出
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
中
に
は
新
た
に
搭
陽
に
建
設
さ
れ
た
東
京
の
警
衛
の
た
め
の
兵
も
含
ま
れ
る
。
か
く
て
宣
帝

嗣
位
の
宣
政
元
年
(
印
誌
〉
か
ら
翌
大
成
H
大
象
元
年
(
勾
坦
)
に
か
け
て
、
相
州
六
府
を
移
し
て
東
京
府
と
な
し
た
の
を
は
じ
め
、
在
来
の
諸

軍
府
を
含
め
て
大
巾
な
再
編
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
注
目
す
べ
き
は
、
従
来
の
中
軍
、
二
十
四
軍
に
準
じ
て
、
外
軍
た
る
緯
管
府
に
お
い
て

も
開
府
儀
同
三
司
・
儀
司
三
司
の
開
府
府
、
儀
同
府
を
設
け
て
軍
土
の
統
御
に
任
ぜ
し
め
る
こ
と
と
し
た
黙
で
あ
る
。
周
書
持
一
一
一子

翼
俸
に

(
卒
賢
後
)
等
部
除
洛
優
等
九
州
諸
軍
事
河
陽
穂
管
、
尋
徒
諸
原
州
組
管
、
給
丘
(
五
千
人
馬
千
疋
、
以
之
鎖
、
弁
配
開
府
及
儀
同
等
二
十

人
、
仰
勅
、
河
陽
豪
州
安
州
荊
州
酒
州
綿
管
内
有
武
幹
者
、
任
翼
徴
牒
、
不
限
多
少
、
儀
同
以
下
官
霞
承
制
、
先
授
後
開
。

と
あ
る
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
が
、
以
後
儀
同
に
任
ぜ
ら
れ
る
も
の
は
特
に
多
く
、
儀
同
府
を
以
て
領
兵
せ
し
め
ら
れ
る
軍
府
が
贋
く
設
置
せ

ら
れ
て
組
管
府
に
兵
を
供
給
す
る
睡
制
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
穂
管
府
は
い
わ
ゆ
る
「
府
丘
ハ
」
制
と
の
結
合
を
見
る
こ
と
と
な

?
た
。
し
か
し
時
に
北
周
朝
の
質
権
は
既
に
着
有
と
随
園
公
楊
堅
の
手
中
に
握
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
や
が
て
楊
堅
の
纂
位
の
意
志
が

明
ら
か
に
な
る
と
、
相
州
穂
管
尉
遅
週
は
弟
子
の
青
州
線
管
尉
遅
勤
と
連
繋
し
、
所
管
の
相
衛
繋
毛
洛
貝
越
翼
議
槍
青
露
光
菖
の
諸
州
を
奉
げ

て
兵
を
起
し
た
。
周
書
噌
一
一
司
馬
消
難
俸
に
、
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出
震
交
州
総
管
、
惰
文
帝
輔
政
、
治
難
既
問
、
萄
公
(
尉
遅
)
週
不
受
代
、
途
欲
興
組
合
勢
、
亦
奉
兵
庫
之
、
以
開
府
田
廉
等
魚
腹
心
、

殺
総
管
(
府
〉
長
史
侯
莫
練
出
木
、
却
州
刺
史
奈
津
等
四
十
除
人
、
所
管
部
陪
温
鷹
土
順
河
環
岳
九
州
、
魯
山
・
甑
山
・
沌
陽
・
雁
城
・
卒

靖
・
武
陽
・
上
明
・
須
水
八
銀
、
並
従
之
。
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と
あ
っ
て
、
こ
れ
に
呼
躍
し
た
交
州
穂
管
が
所
管
の
九
州
八
鎮
を
率
い
て
奉
兵
し
た
こ
と
を
停
え
る
が
、

そ
の
幕
下
に
も
多
く
の
開
府
が
い
た
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こ
と
を
記
し
て
い
る
。
総
管
府
長
史
等
は
恐
ら
く
中
央
よ
り
添
差
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

(

ロ

〉

惰
の
総
管
府

暇
黄
銑
・
使
持
節
大
丞
相
・
都
督
中
外
諸
軍
事
(
総
知
中
外
兵
馬
事
)
よ
り
謹
ん
で
登
極
し
た
楊
竪
は
、
宮
廷
革
命
に
よ

っ
て
北
周
の
支
配

健
制
を
そ
の
ま
ま
引
き
縫
い
だ
。
北
周
の
宿
将
尉
遅
過
の
反
凱
と
敗
死
、
次
い
で
章
孝
寛
の
死
を
め
ぐ

っ
て
、
人
事
面
で
は
勿
論
多
少
の
入
れ

換
え
は
兎
れ
な
か
っ
た
が
、
開
皇
初
期
の
中
外
箪
は
共
に
北
周
の
延
長
で
あ
っ
た
。
北
周
末
に
置
か
れ
て
い
た
線
管
府
の
多
く
は
、
そ
の
ま
ま

惰
に
引
き
縫
が
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
北
周
に
お
け
る
禁
軍
宿
衡
の
制
も
引
き
縫
が
れ
た
。

し
か
し
ま
た
陪
朝
に
な

っ
て
か
ら
二
、
三
の
重
要

な
改
獲
が
あ
っ
た
こ
と
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
先
ず
第
一
は
近
衛
の
整
理
で
あ
る
。
西
貌
北
周
以
来
の
禁
丘
ハ
の
系
統
に
は
、
も
と
も
と
北

競
以
来
の
禁
兵
親
軍
た
る
領
軍
将
軍
下
の
左
右
衛

・
領
左
右
(
羽
林

・
虎
賞
)
あ
る
い
は
宮
伯

・
武
伯
抽
出
下
に
属
す
る
直
閤

・
直
震
・
直
資

・

千
牛
備
身
・
備
身
左
右
等
が
あ
り
、
や
が
て
丞
相
府
軍
た
り
し
二
十
四
軍
を
禁
軍
に
編
入
上
番
せ
し
め
る
こ
と
と
な

っ
て
司
武

・
司
衡
の
侍
官

が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
次
第
に
峨
大
さ
れ
、
周
末
に
は
左
右
武
街
、
左
右
武
侯
等
が
置
か
れ
て
い
た
。
惰
の
文
帝
は
こ
れ
ら
を
整
理
統

一
し
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て
二
系
統
を
混

一
し
、
左
右
衛
・
左
右
武
衡

・
左
右
武
侯
府

・
左
右
領
左
右
府

・
左
右
監
門
府

・
左
右
領
軍
府
の
四
街
入
府
と
し
、
計
十
二
術

府
の
制
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
勿
論
未
だ
嘗
て
の
内
外
宿
衛
軍
の
区
別
を
残
し
、
後
の
三
衛
内
府
に
連
な
る
内
衡
と
、
外
府
の
兵
を
統
轄
す

る
外
軍
の
呼
稿
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
よ

っ
て
中
軍
に
お
け
る
禁
軍
と
二
十
四
軍
と
の
二
本
建
て
の
複
雑
さ
は
解
消
し
、
左
右
十
二
衛
府
の
大

将
軍
が
皇
帝
に
直
属
し
、
そ
の
下
に
各
二
人
の
終
軍
が
あ
り
、
そ
の
下
に
副
都
騎
持
軍
開
府
儀
同
三
司
(
領
丘
一
開
府
〉
、
車
騎
賂
軍
儀
同
三
司
(
領

丘
(
儀
同

γか
配
属
さ
れ
る
と
い
う
街
府
制
度
の
大
綱
が
確
立
し
た
。
衡
府
の
名
稽
は
そ
の
後
嬰
蓮
を
見
る
と
は
い
え
、
内
府
・
外
府
の
上
番
街

な
軍
府
の
増
設
を
見
た
こ
と
が
穆
げ
ら
れ
る
。

土
(
侍
官
)
を
統
轄
し
て
宮
般
都
城
の
警
衡
に
首
る
原
則
は
嬰
り
な
い
。

こ
れ
と
関
連
し
て
、
陪
に
入
っ
て
か
ら
北
周
時
代
に
も
ま
し
て
急
激

「漢
貌
南
北
朝
墓
誌
集
稗
」
第
五
粉
、
圃
版
五

O
二

「
活
安
貴
墓
志
銘
」
に
、

開
皇
三
年
起
家
、
篤
都
督
、
尋
碑
潟
師

(
帥
)
都
督
、
累
統
禁
丘ハ
、
ハ
中
略
)
授
開
府
儀
同
三
司
、
俄
入
魚
右
領
軍
右
二
牒
騎
将
軍
。

と
あ
っ
て
、
先
掲
の
北
周
以
来
の
近
衛
と
箪
府
の
閣
係
が
受
け
縫
が
れ
、
十
二
衛
府
に
分
属
せ
し
め
ら
れ
た
軍
府
に

一
二
三
と
番
放
が
付
せ
ら



れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
う
る
が
、
金
石
牽
編
噌
六
唐
「
乙
速
孤
紳
慶
碑
L

に
は
、
陪
閉
皇
の
制
を
襲
っ
た
武
徳
初
年
の
こ
と
と
し
て
吋

〔
右
〕
武
〔
侯
右
〕
廿
府
車
騎
将
軍、

轄
醸
騎
賂
軍
。

父
及
、
皇
朝
上
開
府
、

と
あ
り
、
同
盟
七
「
乙
速
孤
行
債
碑
」
に
も
、

組
長
、
皇
朝
上
開
府
、
右
武
侯
右
廿
府
左
車
騎
将
軍
。

膜

騎

賂

軍

開

府

儀

同

三

司

、

西

貌

以

来

略

稽

す

る

に

開

府

、

儀

同

と

い

わ

れ

、

軍

府

に

つ

い

て

は

開

府

府
、
儀
同
府
と
い
わ
れ
て
き
た
。
惰
初
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
っ
た
こ
と
は
惰
書
百
官
志
の
前
掲
篠
(
一
九
頁
)
に
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ

れ
が
何
時
か
ら
か
摸
騎
・
車
騎
を
以
て
略
稽
と
す
る
こ
と
と
饗
っ
て
い
る
。
通
典
…
泊
二
職
官
折
衝
府
篠
で
は
、
「
惰
開
皇
中
、
置
腰
騎
将
軍
府、

毎
府
置
膜
騎
車
騎
二
将
軍
」
と
云
い
、
単
に
開
皇
中
の
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
惰
書
文
帝
紀
開
皇
十
七
年
十
月
詔
に
、

頒
銅
獣
符
於
顕
騎
車
騎
府
。

と
あ
る
。

車
騎
将
軍
儀
同
三
司
は
、

と
あ
っ
て
、
開
皇
十
七
年
な
い
し
は
そ
れ
を
遡
る
こ
と
遠
か
ら
ざ
る
時
期
、
少
く
と
も
開
皇
中
期
噴
か
ら
か
と
思
わ
れ
る
。
右
の
碑
に
見
え
る

右
武
侯
右
廿
府
左
車
騎
将
軍
の
呼
稽
に
照
す
と
、
一
衛
府
に
し
て
少
く
も
二

O
府
の
軍
府
を
領
し
、
車
騎
は
左
右
二
員
で
腰
騎
の
副
と
な

っ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う。

こ
の
武
徳
の
制
が
そ
の
ま
ま
開
皇
の
制
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
し
て
も
、
と
も
か
く
こ
の
頃
に
な
る
と
、
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一
衛
府
に
し

て
相
嘗
数
の
軍
府
を
領
す
る
に
到
っ
て
い
た
と
考
え
て
大
過
あ
る
ま
い
。
こ
の
軍
府
の
増
設
に
嘗
つ
て
は
、
新
た
に
民
戸
を
軍
籍
に
入
れ
る
場

合
も
あ
っ
た
こ
と
は
勿
論
、
禁
衛
軍
組
織
の
一
元
化
に
作
っ
て
従
来
儀
同
府
(
即
ち
顕
騎
車
騎
府
)
以
外
の
統
属
開
係
に
あ
っ
た
軍
坊
の
兵
を

も
、
す
べ
て
腰
騎
車
騎
府
に
よ
っ
て
統
轄
す
る
韓
制
に
改
編
す
る
こ
と
も
準
め
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。

然
ら
ば
北
周
代
の
外
軍
、
地
方
の
組
管
府
と
そ
の
軍
兵
、
特
に
新
設
の
開
府
・
儀
同
府
と
の
関
係
は
ど
う
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
惰
は
開
皇

の
初
よ
り
着
々
天
下
統
↓
の
準
備
を
整
え
、
特
に
開
皇
三
年
の
大
改
革
を
鰹
て
園
力
充
寅
を
見
、
四
、
五
年
に
到
る
と
内
外
情
勢
は
と
み
に
安

定
を
示
し
、
準
備
成
っ
て
八
年
十
月
大
奉
南
下
を
開
始
し
、
九
年
正
月
早
く
も
滅
陳
の
大
局
を
決
定
し
た
。
こ
の
間
、
滅
陳
の
準
備
段
階
か
ら

割
棟
前
進
捜
貼
と
し
て
穂
管
府
を
増
設
し
、
や
が
て
江
南
を
卒
定
す
る
過
程
で
ま
た
こ
れ
を
増
設
し
、
そ
の
結
果
穂
管
府
の
綿
数
は
六
O
品駄
に

"143 
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同
時
に
存
在
し
た
数
は
も
っ
と
少
い
。
そ
れ
ら
は
上
中
下
三
等
に
分
た
れ
た
と
い
う
が
、

今
日
詳
考
す
る
手
掛
り
は
な
く
不
明
な
貼
が
多
い
が
、
既
に
統
一
過
程
の
一
醸
の
終
了
と
共
に
一
部
慶
罷
を
見
、
開
皇
末
か
ら
仁
義
年
間
に
は

@
 

約
三
六
府
程
に
な

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
隔
の
総
管
府
に
開
し
て
は
、
山
崎
宏
博
士
の
研
究
が
あ
り
、
主
と
し
て
設
置
州
名
と
総
管
就
任
者

筆
者
と
は

些
か
規
貼
を
異
に
す
る
た
め
二
、

を
明
ら
か
に
さ
れ

分
布
の
大
勢
を
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

付
け
加
え
ね
ば
な
ら
ぬ
黙
が
あ
る

達
し
た
。
勿
論
一
方
で
鹿
寵
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
、

が
、
幸
に
し
て
利
用
し
う
る
黙
は
こ
れ
を
参
照
し
て
略
述
す
る
。

先
ず
総
管
府
の
分
布
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
開
中
を
は
じ
め
華
北
地
域
で
は
略
々
北
周
の
蓄
を
襲
っ
て
い
る
も
の
の
、
若
干
の
地
域
で
外
周
に

向
っ
て
拡
大
し
た
。
卸
ち
特
に
目
立
つ
の
は
、
西
北
で
は
蘭
州
等
を
加
え
た
に
止
る
が
、
北
方
お
よ
び
東
北
方
で
、
雲

(検
閲
〉

-
豊

・
朔

・

営

・
西
沿
(
闘
機
)
・
代
・
玄
州
組
管
府
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

突
版
の
脅
威
に
代
っ
て
高
句
麗
問
題
が
そ
の
割
外
戦
略
に
大
き
く
登
場
し

初
め
る
こ
と
と
表
裏
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
華
南
に
目
を
向
け
れ
ば
、
第
一
群
と
し
て
南
寧
、
放
(
禽
)
・
昼
・

湾

・
途

・
濯
の
諸
州
が
あ

る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
西
南
蟹
や
南
夷
に
劃
す
る
鎖
定
が
課
題
に
上
っ
た
こ
と
と
針
寵
し
て
い
る
。
そ
し
て
第
二
群
は
、

ま
さ
に
滅
陳
の
前
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進
基
地
お
よ
び
滅
陳
後
醤
南
朝
治
下
の
領
域
を
制
座
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
呉

(
揚
)
・
誇

・
随

・
呉

(
越
)
・
洪

・
桂
・

循

・
贋

・
杭
等
の

線
管
府
で
あ
る。

こ
れ
ら
を
、
通
観
し
て
云
え
る
こ
と
は
、
先
ず
そ
れ
が
長
安
を
中
心
と
す
る
開
中
の
中
心
部
を
除
い
て
、
そ
の
外
周
に
設
け
ら

れ
、
陪
の
版
闘
の
敏
大
に
つ
れ
て
外
に
向
っ
て
増
置
さ
れ
て
行

っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
闘
中
の
中
心
部
が
主
と
し
て
軍
兵
の

供
給
地
で
あ
る
の
に
射
し
、
総
管
府
の
設
け
ら
れ
た
地
域
が
む
し
ろ
闘
中
か
ら
、
法
ら
れ
て
き
た
軍
隊
を
以
て
鎮
護
に
任
じ
作
戦
を
行
う
用
兵
の

こ
の
事
は
後
に
、

唐
代
に
お
い
て
都
督
府
と
改
稿
せ
ら
れ
且
つ
整
理
を
被
っ
た
と
き
、

れ
、
そ
の
箪
事
的
任
務
と
し
て
蜂
侯

・
銀
成

・
閥
津
等
、
府
兵
の
防
人
を
配
備
せ
ら
れ
る
機
闘
を
統
督
す
る
役
割
を
残
さ
れ
た
の
に
連
な
る
も

地
た
る
を
示
し
て
い
る
。

背
骨
ら
漫
境
に
こ
れ
が
残
さ

の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
開
中
の
中
心
部
は
、
西
説
以
来
開
中
政
権
の
軍
役
徴
護
磁
制
が
根
を
下
し
、
特
に
北
周
に
お
い
て
京
師
を
中
心
に
多

数
の
軍
坊
を
集
中
的
に
設
置
し
、
惰
に
入

っ
て
更
に
大
規
模
な
軍
府

(騨
騎
・
車
騎
府
)
の
増

F

置
を
見
た
地
域
で
あ
っ
て
、
外
周
地
域
に
軍
絡

を
振
遁
し
、
新
た
に
総
管
府
を
創
置
す
る
に
嘗

っ
て
こ
れ
ら
閥
内
の
府
兵
の
一
部
が
波
駐
せ
し
め
ら
れ
た
で
弘
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ



巻占、

。
陪
書
四
一
ノ
張
定
和
俸
に
、

張
定
和
、
ー字
慮
説
、
京
兆
高
年
人
也
、
少
貧
賎
有
志
節
、
初
掲
侍
官
、
曾
卒
陳
之
役
、
定
和
営
従
征
、
無
以
自
給
、
真
妻
有
嫁
時
衣
服
、

定
和
賂
曹
之
、
妻
斬
因
不
興
、
定
和
於
是
遂
行
、
以
-
功
拝
儀
伺
、
賜
南
千
匹
守
遺
棄
其
妻
、
是
後
教
は
軍
功
、
加
主
開
府
膿
騎
賂
草
、
従

上
柱
園
李
充
撃
突
願
、
(
中
略
〉
燭
帝
嗣
位
、
(
中
略
〉
拝
左
屯
衛
大
将
軍
。

と
あ
り
、
卒
陳
の
行
軍
の
主
力
は
や
は
り
開
中
の
府
兵
で
あ
っ
た
こ
と
を
誼
し
て
い
る
。
而
し
て
山
崎
氏
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
如
く
、
惰
の
組

管
府
を
統
轄
し
た
者
は
、
惰
室
の
親
王
お
よ
び
北
周
以
凍
の
将
領
が
殆
ん
ど
で
、
被
占
領
地
の
江
南
出
身
者
は
勿
論
、

'奮
北
費
出
身
の
武
眼
前
も

算
う
る
に
足
り
な
い
。
こ
の
こ
と
は
線
管
府
が
す
べ
て
中
央
直
涯
の
綿
管
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
惰
朝
支
配
力
の
、浸
透
の
接
貼
で
あ
っ
た
こ
と
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を
示
す
と
共
に
、
特
民
軍
府
増
設
の
行
わ
れ
た
開
皇
中
期
以
降
に
な

っ
て
華
南
等
に
設
け
ら
れ
た
穂
管
府
に
お
い
て
は
、
創
置
時
期
の
箪
兵
の

中
核
が
や
は
り
開
中
か
ら
直
涯
さ
れ
た
府
兵
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
像
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
ひ
と
た
び
糟
管
府
が
固
定
さ
れ
常
駐
韓
制
が
施
か
れ
れ
ば
、
臨
時
の
行
軍
と
遣
っ
て
何
時
ま
で
も
闘
内
か
ら
の
中
央
軍
の
涯
兵
に
頼

る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
穂
管
府
の
使
命
は
何
よ
り
も
現
地
に
お
い
て
管
下
数
州
の
州
兵
を
統
御
す
る
に
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
州
兵
が

頼
り
に
す
る
に
足
り
な
い
か
、
或
い
は
嘗
て
の
敵
園
で
む
し
ろ
占
領
支
配
の
劉
象
と
し
て
制
弱
す
べ
き
も
の
で
あ
る
よ
う
な
地
域
で
は
、
糟
管

府
は
自
己
に
直
属
す
る
新
た
な
兵
源
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
既
に
北
周
に
お
い
て
、
卒
斉
後
の
東
部
諸
州
に
設
け
ら
れ
た
組
管
府

が
そ
の
隷
下
に
新
置
の
軍
府
(
開
府
府
・
儀
同
府
)
を
有
し
た
こ
と
を
見
て
来
た
が
、
卒
陳
役
前
後
の
惰
に
お
い
て
も
事
情
は
全
く
同
様
で
あ

っ
た
。
「
漢
貌
南
北
朝
墓
誌
集
韓
」
第
五
班
、
園
版
四
入
入
「
唐
該
藍
妻
蘇
洪
委
墓
誌
銘
」
に
、

泊
開
皇
之
初
、
終
定
江
表
、
首
置
軍
府
、
妙
蓮
英
傑
、
君
以
材
雄
入
幕
、
豪
勝
知
名
、
遠
江
所
推
、
特
授
都
替
、
既
而
数
丘
ハ不
葉
、
治
兵

有
典
、
富
貴
自
取
、
初
領
帥
都
督
。

と
あ
っ
て
、
誠
陳
準
備
の
過
程
に
お
い
て
、
南
港
地
帯
に
軍
府
を
新
置
し
た
こ
と
を
停
え
て
い
る
。
こ
の
寧
府
は
、
文
中
都
督
・
帥
都
督
の
官

に
任
じ
た
こ
と
を
の
べ
て
い
る
の
で
、
儀
同
府
と
断
じ
て
誤
り
な
い
。
こ
の
人
物
が
「
以
材
雄
入
幕
、
豪
勝
知
名
、

遠
近
所
推
」
と
あ
る
と
こ
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ろ
か
ら
、
谷
一審
光
氏
は
い
わ
ゆ
る
郷
帥
と
し
て
郷
兵
を
率
い
た
も
の
と
さ
れ
、
郷
丘
ハ
を
編
成
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
い
わ
ゆ
る
「
府
兵
」
を
嬢
大

⑫

⑬

 

し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
も
別
に
論
じ
た
如
く
た
し
か
に
嘗
時
奮
北
斉
治
下
の
南
境
に
郷
兵
が
組
織
せ
ら
れ
、

地
方
勢
力
の
郷
里
部
曲

を
中
央
化
し
て
ゆ
く
一

階
程
を
捨
い
、

そ
の
郷
帥
を
開
府

・
儀
同
に
任
じ
て
お
り
、
谷
氏
の
解
緯
に
安
嘗
性
を
み
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
本
碑
銘
に
関
す
る
限
り
、
そ
の
兵
が
い
わ
ゆ
る
郷
兵
で
あ
っ
た
と
は
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
新
置
の
軍
府
が
す
べ
て
郷
兵
に
よ

っ
て

'
し
め
る
場
合
、

組
織
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ

っ
て
、
郷
丘
ハ
即
府
丘
ハ
と
い
う
解
穫
を
以
て
全
般
を
推
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
郷
帥
を
以
て
郷
兵
を
組
織
せ

新
た
に
州
郡
民
を
徴
募
す
る
場
合
、
臨
時
の
徴
募
者
を
軍
籍
に
固
定
化
す
る
場
合
、
駐
留
軍
兵
を
所
在
に
地
着
せ
し
め
て
軍

坊

・
郷
圏
に
編
す
る
場
合
な
ど
、
恐
ら
く
多
様
な
途
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
と
も
あ
れ
こ
う
し
た
外
軍
総
管
府
に
兵
を
提
供
す
る
軍
府
が

設
置
さ
れ
て
行

っ
た
こ
と
は
疑
な
い
。
屡
々
引
か
れ
る
情
書
酪
一
一
食
貨
志
の
開
皇
五
年
長
孫
卒
の
奏
疏
に
よ
る
令
に
、

諸
州
管
下
に
百
姓
と
並
列
さ
れ
る
軍
人
が
あ

っ
て、

「
諸
州
百
姓
及
軍
人
、

観
課
首
祉
、

で
、
軍
籍
に
あ
り
な
が
ら
百
姓
同
様
家
口
は
営
農
し
、
首
丘
(
者
の
み
が
州
総
管
の
指
揮
下
に
入
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
が
、
彼

等
と
線
管
諸
州
軍
事
と
の
聞
は
州
長
(
一
州
細
管
・
刺
史
)
を
通
じ
て
結
び
つ
い
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

共
立
義
倉
」
と
あ
っ
て、

こ
れ
が
州
管
内
の
軍
戸
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

こ
れ
に
劃
し
て
新
た
に
軍
府
を
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設
け
て
ゆ
く
こ
と
は
、
従
来
の
州
兵
を
割
取
し
て
軍
府
の
統
領
下
に
お
き
、
州
長
を
介
さ
ぬ
組
管
府
直
属
兵
と
す
る
意
義
も
存
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
こ
れ
も
有
名
な
、
卒
陳
役
後
の
閲
皇
十
年
詔
に
、

説
末
喪
鋭
、
寓
牒
瓜
分
、
役
軍
(
哨
隅
…
純
一
)
歳
動
未
濯
休
息
、
兵
士
軍
人
、
権
置
坊
府
、
南
征
北
伐
居
慮
無
定
、
(
中
略
)
九
是
軍
人
、

可
悉
属
州
腕
、
懇
田
籍
帳
一
同
編
戸
、
軍
府
統
領
宜
依
醤
式
、
罷
山
東
河
南
及
北
方
縁
溢
之
地
新
置
軍
府
。

と
あ
る
が
、
権
置
の
坊
恥
に
属
す
る
軍
人
を
州
鯨
籍
に
編
入
し
て
、

し
か
も
軍
府
に
お
い
て
統
領
す
る
こ
と
は
奮
式
に
よ
る
と
い
う
の
で
あ
る

か
ら
、
先
の
坊
府
が
軍
戸
を
集
住
せ
し
め
る
軍
坊
と
そ
れ
を
統
轄
す
る
軍
府
(
壊
騎
・
車
騎
府
)
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

戸
を
民
籍
に
編
入
す
る
結
果
、

箪
戸
の
集
住
す
る
軍
坊
郷
圏
は
解
消
さ
れ
一

般
郷
里
に
編
成
さ
れ
、

「
軍
名
L

あ
る
も
の
と
し
て
そ
の
兵
籍
を
軍
府
で
管
理
し
動
員
差
遣
に
嘗

っ
た
白わ
け
で
あ
る
。

そ
し
て
軍

た
だ
在
軍
役
者
本
身
の
み
は
い
わ
ゆ
る

」
こ
に
云
う
権
置
の
紡
府
こ
そ
は
、
北
周
の
卒



斉
の
役
後
か
ら
外
軍
総
管
府
に
丘
ハ
を
供
給
オ
る
た
め
次
々
と
設
置
せ
ら
れ
て
行
っ
た
地
方
軍
府
に
相
違
な
い
。
ま
た
、
山
東
・
河
南
・
北
方
縁

遁
の
新
置
軍
府
を
罷
め
る
と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
地
域
が
特
に
惰
に
入
っ
て
新
た
に
穂
管
府
を
増
置
せ
ら
れ
た
地
域
に
属
ず
る
の
を
見
れ
ば
、

こ
こ
で
罷
め
ら
れ
た
新
置
軍
府
が
、
新
設
総
管
府
に
丘
ハ
を
供
給
す
る
た
め
置
か
れ
た
も
の
の

一
部
で
、
特
に
山
東
河
南
の
そ
れ
は
卒
陳
役
前
後

に
そ
の
行
軍
兵
を
組
織
す
ベ
く
増
置
を
見
た
も
の
を
指
し
て
い
る
と
見
て
誤
り
な
い
。
文
帝
は
卒
陳
直
後
の
開
皇
九
年
の
布
告
に
お
い
て

(
情

書
現
高
組
紀
〉
、
「
兵
可
立
威
、
不
可
不
骸
、
刑
可
助
化
、
不
可
専
行
、
禁
衛
九
重
之
除
、
鎮
守
四
方
之
外
、
戎
放
軍
器
皆
宜
停
罷
、

(
中
略
〉

群
方
無
事
、
武
力
之
子
倶
可
祭
文
、
人
間
甲
伎
、
悉
皆
除
虫
」
と
宣
し
て
裁
兵
方
針
を
打
出
す
一
方
、
民
間
の
武
器
所
有
を
禁
じ
て
圏
内
の
被

支
配
屠
の
武
装
解
除
を
は
か
っ
た
。
そ
の
方
針
の
推
進
の
一
環
と
し
て
、
必
要
不
可
依
の
も
の
を
除
い
て
総
管
府
を
も
整
理
に
着
手
し
て
お

り
、
ま
た
京
畿

・
闘
中
以
外
の
地
に
つ
い
て
は
、
特
に
軍
府
の
削
減
に
乗
り
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か

L
他
方
に
お
い
て
こ
の
間
、
特
に
関

内
に
お
い
て
軍
府
の
埼
・
加
は
著
し
く
、
従
っ
て
そ
れ
ら
の
多
く
が
配
隷
せ
し
め
ら
れ
た
十
二
衡
府
の
組
兵
力
も
大
き
な
も
の
と
な

っ
て
い
た
。

「
漢
貌
南
北
朝
墓
誌
集
穣
」
第
五
期
、
園
版
四
四
八
「
劉
徳
墓
誌
銘
」
に
、

仁
詩
元
年
、
(
中
略
)
授
上
開
府
儀
同
三
司
、
後
検
校
淫
州
右
武
街
三
標
騎
事
、
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と
見
え
る
。
浬
州
に
は
北
周
時
代
浬
州
総
管
府
が
お
か
れ
て
い
た
が、

隔
に
至
つ
て
は
所
停
を
確
め
得
な
い
。

」の
こ
と
は
た
と
え
底
止
は
さ

れ
な
か

っ
た
と
し
て
も
そ
の
管
兵
を
縮
少
さ
れ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
、
そ
の
分
の
軍
府
は
十
二
衡
に
配
隷
せ
し
め
ら
れ
、
侍
官
と
し
て
の
上
番

の
義
務
を
加
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
而
し
て
そ
の
結
果
、

浬
州
管
内
に
右
武
衡
に
所
属
す
る
軍
府
が
幾
つ
も
存
在
す
る
こ
と
と
な
り
、

劉
徳
は
そ
の
右
武
衡
所
属
の
第
三
顧
騎
府
の
こ
と
を
司
っ
た
わ
け
で
あ
ろ
う
。

州
に
横
大
さ
れ
て
き
た
こ
と
と
、

こ
れ
は
十
二
衛
府
所
属
の
膜
騎
府
が
次
第
に
開
中
の
外
周
部
諸

且
っ
そ
の
府
兵
の
家
口
が
浬
州
の
民
籍
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
浬
州
の
蝶
騎
府
と
し
て
州
軍
位
の
表

記
法
を
必
要
と
し
た
こ
と
、

そ
れ
ら
グ
ル
ー
プ
分
け
さ
れ
た
中
で
各
府
は
ま
た
一
連
番
挽
を
付
さ
れ
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
た
こ
と
等
を
示
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
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次
に
陪
の
線
管
府
の
分
布
か
ら
引
き
出
せ
る
こ
と
は
、

山
崎
氏
の
指
摘
し
た
如
く
、
華
北
に
三
二
、

四
川
を
召
む
華
中
に
ニ
七
、
華
南
に
わ
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こ
れ
を
唐
代
の
道
別
に
整
理
し
直
し
て
み
る
と
、
次
衰
の
如
く
な
る

ず
か
四
、

と
い
う
極
め
て
華
北
偏
重
の
分
布
を
示
し
て
い
る
貼
で
あ
る
。

(
第
四
表
)
。
勿
論
惰
の
州
は
必
ず
し
も
そ
の
ま
ま
唐
の
州
で
は
な
い
が
、
大
凡
の
見
嘗
を
つ
け
る
手
掛
り
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

郎
ち
関
内
の
縁
漣
地
幣
と
河
東
、
臨
右
に
集
中
し
、
あ
と
は
准
南
と
江
南
西
道
に
目
立

っ
て
多
い
。
准
南
の
そ
れ
が
専
ら
滅
陳
の
前
進
基
地

と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
同
時
に
そ
れ
は
奮
北
斉
治
下
の
勢
力
が
江
南
と
気
脈
を
通
ず
る
の
を
防
塵
す
る

意
味
を
も
っ
た
も
の
に
違
い
な
い
。
楊
州
・
寄
州
以
外
は
い
ず
れ
も
開
皇
前
牢
期
に
既
に
駿
止
さ
れ
て
い
て
そ
の
任
務
拡
完
了
し
た
の
で
あ

る
。
江
西
の
そ
れ
は
、
衡
・
永
が
既
に
滅
陳
後
間
も
な
く
慶
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
と
は
主
に
卒
陳
後
、
湘
水
・
積
水
路
線
の
要
衝
を
抑
え
て
嶺

南
の
慶
・
循
へ
連
な
る
縦
断
線
の
確
保
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

唐
で
は
南
詔
に
浪
人
し
た
南
寧
に
も
組
管
府
が
設
け
ら
れ
た
の
は
開
皇

一
七
年
の
雲
南
遠
征
の
結
果
で
あ
る
。
准
南
等
の

一
時
的
な
も
の
を
除
け
ば
、
惰
が
華
南
に
設
け
た
線
管
府
は
決
し
て
多
く
は
な
か

っ
た
。
そ

の
大
勢
は
京
畿
と
東
京
(
洛
州
総
管
は
著
と
共
に
開
皇
初
に
底
止
)
周
漫
が
も
と
も
と
軍
府
を
集
置
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
こ
と
を
合
せ
考
え
る

と
き
、
ま
さ
に
唐
代
に
お
け
る
寧
府
州
布
置
の
大
勢
と
大
差
な
き
傾
向
を
も
っ
て
い
た
と
云
え
る
。
陳
朝
討
滅
は
既
に
江
南
祉
舎
か
ら
も
浮
上

っ
た
存
在
と
な
っ
て
い
た
南
朝
に
止
め
の
一
撃
を
加
え
た
に
す
ぎ
ず
、

陳
朝
治
下
に
撞
頭
し
て
い
た
江
南
豪
族
の
一
部
が
起
し
た
反
抗
を
鎮
座

す
る
力
は
充
分
も
っ
て
い
た
と
は
い
え
、

そ
の
江
南
に
劉
す
る
支
配
は
ま
だ
ま
だ
黙
と
線
を
確
保
し
た
程
度
で
あ
っ
た
と
云
っ
て
よ
い
。
た
だ

配
置
せ
ら
れ
た
総
管
が
人
的
に
強
く
中
央
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
お
り、

直
属
軍
府
を
握
っ
て
い
た
こ
と
と
、
そ
れ
以
外
の
兵
力
の
武
装
解
除
の

推
進
が
そ
の
統
一
を
前
進
せ
し
め
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
こ
の
穂
管
府
制
は
、
文
帝
治
下
の
開
皇
・
仁
蕎
年
間
の
み
を
以
て
終
り
、
燭
帝
即
位
と
共
に
大
業
元
年
正
月
底
止
を
見
る
こ
と
と

な
る
。
山
崎
氏
は
組
管
の
多
く
が
惰
朝
創
立
時
の
功
臣
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
任
命
に
は
論
功
行
賞
的
性
格
が
多
分
に
あ
り
、
よ

っ
て
文

帝
一
代
を
も
P
て
そ
の
使
命
を
終
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
た
が
、
よ
り
根
本
的
に
は
煽
帝
の
推
進
せ
る
中
央
集
権
化
政
策
の

一
環
で
あ
っ

た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
場
帝
(
晋
王
楊
贋
〉
自
身
、
弁
一
州
総
管
と
し
て
そ
の
寅
力
を
蓄
養
し
た
経
験
を
も
っ
て
い
た
。
惰
朝
支
配
下
の
統

一

が
、
各
般
の
政
貨
の
相
乗
効
果
と
し
て
漸
次
定
着
し
つ
つ
あ
る
と
判
断
し
、
地
方
。
フ
ロ
ッ
ク
的
中
問
機
関
の
使
命
は
終
っ
た
と
し
て
、
よ
り
念

- 28...，... 
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表府管穂代惰第四表

考

イズレモ大業初慶止

①関皇初期慶止 ③大業初廃止

①向上 ②開皇中期廃止 ③向上

②③向上

②青州開皇14療 ③徐州大業4慶

イズレモ大業初慶止

①関皇初慶止 ③大業初慶止

①向上 ②開皇中期駿 ③同上

イズレモ大業初蔵止

備階線管府州名

原，慶，延， 1霊，盟.夏.曾

①膏，絡，③弁(大原)，隈.代，朔，雲

①廓，②宕，③秦，蘭，眠，昼，涼

②翼，③幽，管，玄

①洛，毒，②背，③徐

剤(江陵)，裏，金

①扶，①利，梁(輿元)，通

①准(楚)，告fj'，資，②虚，安，斬，③揚

奥(蘇)，杭

唐道会1

②向上 ③向上

イズレモ大業初慶止

同上

②衡，永， @，洪，湾，江，郡，信

斡

盆C成都)， 主盆， 澄(綿)， 益重

度，循，桂

関

河

隠

河

内

東

右

北

河南

山南東

山南西

官准南

I 江南東

、.江南西

照寺 中

銅南

嶺南

激
な
集
権
化
政
策
に
踏
み
切
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
際
注
目
す

べ
き
は
、
追
い
か
け
て
大
業
三
年
、
従
来
の
蝶
騎
府
を
鷹
揚
府
と
名
付
け
、

府
の
長
官
を
鷹
揚
郎
賂
と
稿
し
、
車
騎
を
副
部
勝
と
し
て
全
園
的
に
軍
府
の

統
一
を
は
か
つ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
東
南
道
行
蓋
を
お
か
れ
た
徐
州
の
穂

管
府
が
最
後
に
贋
止
さ
れ
る
の
と
前
後
し
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
を
意
味
し

た
の
で
あ
る
う
か
。
も
は
や
言
わ
ず
し
て
明
ら
か
な
如
く
、
綿
管
府
の
贋
止

に
伴
っ
て
従
来
外
軍
線
管
府
に
兵
を
供
給
し
た
軍
府
を
も
す
べ
て
十
二
衛
府

に
分
属
せ
し
め
る
こ
と
と
し
て
軍
府
の
中
央
直
属
化
を
推
進
し
、
そ
れ
が
完

成
す
る
に
至
っ
て
全
園
の
府
を
す
べ
て
統
一
せ
る
官
制
と
名
稽
の
下
に
お
い
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た
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
結
果
、
十
二
衛
府
の
各
衛
に
統
属
す
る
天
下
の

軍
府
は
慈
大
な
数
に
上

っ
て
き
た
。
こ
れ
を
従
来
の
如
く
一
・
二
・
三
の

一

連
番
挽
で
呼
稽
す
る
こ
と
は
も
は
や
徒
に

煩
雑
を

加
え
る
こ
と
で
し
か
な

い
。
か
く
て
各
寧
府
は
、
制
度
上
鷹
揚
府
と
い
う
共
通
名
穏
を
輿
え
ら
れ
る

と
同
時
に
、
番
蹴
で
は
な
く
各
々
地
名
に
因
ーっ

て
固
有
の
軍
府
挽
を
稽
す
る

こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
「
漢
貌
南
北
朝
墓
誌
集
樟
」
第
五
加
、
園
版
四

五
四

「
張
伏
敬
墓
誌
」
に
よ
れ
ば
、
大
業
三
年
、
右
武
衛
純
徳
府
鷹
揚
副
郎

賂
を
授
け
ら
れ
、
ま
た
同
じ
く
圃
版
四
八
二
「
郵
口
墓
誌
」
に
、

大
業
元
年
、
除
那
州
司
馬
、
〈
中
略
〉

累
献
功
捷
、
除
玄
員
府
副
鷹
揚
郎

勝、

'九
年
韓
両
義
府
鷹
揚
郎
勝
、
領
亡
身
子
弟
・
購
果
等
色
、
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と
あ
る
ほ
か
、
第
氏
「
唐
折
衝
府
考
」
羅
氏
「
同
補
」
谷
慰
問
光
氏
「
同
校
補
」
に
蒐
集
せ
ら
れ
た
少
か
ら
ぬ
惰
鷹
揚
府
関
係
の
金
文
石
刻
の
類

が
、
す
べ
て
某
街
某
州
某
々
府
と
稽
す
る
形
式
を
と
っ
て
い
る
の
が
そ
れ
を
謹
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
落
大
な
外
州
の
軍
府
が
す
べ
て
中
央
の

衛
府
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
が
、
惰
室
田
百
官
志
に
よ
る
に
、
且
て
の
中
外
軍
に
お
け
る
中
軍
・
内
軍
の
系
統
を
引
き
唐
の
三
衛
に

相
嘗
す
石
三
侍
の
如
き
、

在
京
の
特
殊
親
軍
的
軍
府
は
同
じ
鷹
揚
府
で
も
こ
れ
を
内
軍
鷹
揚
府
と
呼
び
、
こ
れ
に
射
し
て
外
箪
宿
街
、
外
軍
鷹

揚
官
の
呼
稿
を
以
て
諸
州
(
外
州
〉
の
鷹
揚
府
兵
お
よ
び
府
官
を
指
し
て
い
る
の
を
見
出
す
。
心
れ
ら
は
蓄
内
外
軍
制
度
の
遺
制
で
あ
る
と
共

に
、
逆
に
且
て
の
外
軍
が
す
べ
て
宿
衡
に
参
茜
せ
し
め
ら
れ
、
す
べ
て
の
兵
が
天
子
の
直
轄
軍
と
な
る
桂
制
に
お
か
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
惰
の
組
管
府
は
、
康
範
な
外
州
へ
の
直
轄
軍
府
の
布
置
と
、
そ
の
中
央
衛
府
へ
の
直
属
化
の
過
渡
期
を
捨
っ
た
制
度
で
あ
っ
た。

(

ハ

)

唐
初
の
組
管
府

唐
公
李
淵
の
翠
丘
ハ
が
、
楊
玄
感
反
凱
を
先
艇
と
し
、
階
末
諸
反
凱
に
お
け
る
官
僚
知
識
分
子
の
動
向
一
般
と
等
し
く
、
反
燭
帝
勢
力
の
一
翼

を
な
し
、
惰
朝
の
支
配
盟
制
そ
の
も
の

へ
の
本
質
的
反
劉
物
で
は
な
か
っ

た
こ
と
は
、
最
近
布
目
氏
に
よ

っ
て
精
カ
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ

唐
朝
の
建
設
は
そ
の
中
極
に
結
集
せ
る
勢
力
の
人
的
要
素
に
お
い
て
も
北
周

・
惰
と
の

一
貫
性
を
指
摘
せ
ら
れ
て
い
る
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あ
る
通
り
で
あ
る
。

が
、
ま
た
建
設
さ
れ
た
政
権
の
機
構
に
お
い
て
も
惰
朝
を
そ
の
ま
ま
受
け
て
い
る
。

そ
の
質
質
に
お
い
て
は
甥
帝
大
業
年
間
の
制
を
う
け
た
部

分
が
多
い
が
、
首
面
文
帝
開
皇
の
制
へ
の
復
簡
を
旗
印
と
し
、
た
し
か
に
そ
れ
に
倣
っ
た
部
分
も
あ
る
。
特
に
分
裂
せ
る
園
土
を
再
統

一
す
る

に
首
つ
て
は
、
文
帝
時
代
の
諸
施
策
を
そ
の
ま
ま
な
ぞ

っ
た
経
過
を
踏
ん
で
い
る
と
云

っ
て
過
言
で
は
な
い
。
先
齢
者
の
数
訓
を
充
分
に
生
か

し
た
も
の
と
云

っ
て
よ
い
。
唐
初
の
総
管
府
設
置
も
、
買
は
惰
の
開
皇
の
制
の
復
活
で
も
あ
っ
た
黙
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
ど
こ
ま
で
そ
れ

を
意
識
し
た
か
、

、ど
れ
だ
け
が
唐
初
の
情
勢
の
生
み
出
し
た
偶
然
的
結
果
か
、
或
い
は
そ
れ
ら
の
地
域
が
本
来
濁
立
し
た
地
方
。
フ
ロ
ッ
ク
を
形

成
し
易
い
の
か
は
わ
か
ら
ぬ
が
、

唐
初
総
管
府
を
設
置
さ
れ
た
州
の
少
か
ら
ぬ
も
の
が
貫
は
惰
代
(
或
は
更
に
遡

っ
て
北
周
)
に
嘗
て
設
け
ら

れ
た
組
管
府
の
後
を
襲
う
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

差
遣
の
賂
領
を
も
っ
て
任
ぜ
ら
れ
た
の
で
は
な
か

っ
た
。
前
後
し
て
設
け
ら
れ
て
い

っ
た
行
葦
や
大
総
管
が
親
王
を
中
心
と
す
る
中
央
直
涯
の

一
方
唐
初
の
線
管
府
は
そ
の
人
的
要
素
に
お
い
て
、
晴
の
そ
れ
と
は
反
射
に
、
決
し
て
中
央



勢
力
で
固
め
ら
れ
た
の
に
封
し
、
よ
り
贋
範
に
布
置
せ
ら
れ
た
下
部
の
組
管
は
、
惰
代
以
来
の
地
方
官
や
惰
末
の
小
群
雄
で
唐
朝
に
蹄
順
を
表

明
し
た
者
を
安
堵
す
る

一
つ
の
方
策
と
し
て
授
け
ら
れ
た
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
(
第
五
表
〉
。

こ
の
こ
と
は
、
既
に
こ
れ
ら
穂
管
の
地
位
が
、

や
が
て
唐
朝
濁
自
の
支
配
機
構
の
布
置
が
完
成
し
て
ゆ
け
ば
、
早
晩
護
展
的
解
消
を
遂
げ
る

そ
の
黙
で
は
惰
初
の
穂
管
府
よ
り
も
よ
り

一'一
層
過
渡
的
性
格
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
と
云
い
う

ベ
き
運
命
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

る
。
こ
れ
ら
組
管
府
の
設
置
と
併
行
し
て
、

'武
徳
元
年
五
月
、
惰
の
鷹
揚
郎
持
を
改
め
て
筆
頭
と
稽
し
、

翌
月
更
に
改
め
て
標
騎
将
軍

・
車
騎

将
軍
の
名
を
復
活
し
た
。
即
ち
開
皇
の
制

へ
の
復
簡
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
開
中
に
入

っ
た
直
後
の
李
淵
政
権
に
と

っ
て
如
何
な
る
意
味
を
も
っ

た
か
は
別
稿
に
詳
論
し
向
。
し
か
し
そ
の
際
明
ら
か
に
し
得
な
か

っ
た
今
一
つ
の
意
味
、

そ
れ
が
武
徳
元
年
九
月
乙
己
に
始
ま
る
新
軍
府

(醸

騎
府
〉
の
設
置
開
始
で
あ
る
。
そ
れ
は
嘗
初
は
直
接
に
は
開
中
十
二
軍
の
編
成
を
可
能
に
せ
ん
が
た
め
の
も
の
で
あ
っ

た
が
、

布
設
さ
れ
て
ゆ
く
鯨
管
府
に
お
い
て
も
、

や
が
て
各
地
に

そ
の
下
に
直
轄
軍
府
が
設
置
さ
れ
て
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
武
徳
六
年
に
な

っ
て
車
騎

賂
軍
府
を
腰
騎
府
に
統
合
し
て
い
る
の
は
、
惰
に
お
い
て
同
様
の
軍
府
機
構
の
統
合
を
鰹
て
行
っ

た
の
を
思
い
起
さ
せ
る
。
こ
れ
ら
軍
府
の
下

に
は
陪
初
の
制
そ
の
ま
ま
の
軍
坊

・
郷
圏
が
お
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
や
が
て
圏
内
卒
定
の
一
腰
の
成
就
を
迎
え
、
武
徳
七
年
、
総
管
府
は
都

⑮
 

督
府
と
改
稿
さ
れ
る
。
そ
の
際
行
軍
組
管
の
み
は
以
後
も
総
管
の
名
を
以
て
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
は
既
に
別
に
論
じ
た
通
り
で
あ
る
。

都
督
府
へ
の
改
稿
は
、
軍
事
行
動
の
機
関
か
ら
常
備
軍
政
機
関
へ
の
改
組
を
意
味
し
た
が
、
そ
の
際
若
干
の
府
は
整
理
腰
止
さ
れ
て
い
る。

し
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か
し
都
督
府
と
な
っ
て
か
ら
も
、
そ
れ
は
後
年
の
都
督
と
は
違
っ
て
、
賞
際
に
領
兵
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
後
年
、
貞
観

十
年
以
後
も
都
督
領
兵
の
記
事
は
見
え
る
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
そ
の
職
掌
の
中
に
止
め
ら
れ
た
城
陸
銀
成
に
配
属
さ
れ
た
防
人
を
統
轄
し

た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
し
か
し
武
徳
末
ま
で
の
都
督
は
、
そ
の
下
に
自
ら
の
軍
府
を
領
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
武
徳
七
年
の
紹
管
府
の
都
督

府
へ
の
改
稿
と
共
に
、
腰
騎
賂
軍
を
統
軍
、
車
騎
を
副
統
軍
と
改
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
北
朝
以
来
の
都
督
|
統
軍
l
軍
主
|
陵
主
の
指
揮
系

統
の
復
活
に
外
な
ら
ぬ
。
や
が
て
軍
主
隊
主
は
隔
の
大
業
の
制
に
蹄
っ
て
(
校
尉
〉

・
放
帥
・
隊
正
と
改
稿
し
、
統
軍
|
(
校
尉

)
1放
帥
1

隊
正

の
軍
府
官
の
系
統
が
・
で
き
上
る
。
貞
観
元
年
に
な
る
と
、
惰
以
来
の
州
豚
の
整
理
が
行
わ
れ
、
軍
民
両
政
の
切
り
離
し
に
よ

っ
て
都
督
府
は
再
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第五表 唐初級管補任表

武徳1.6 |決 M
1.7乙卯 強州 総管 邦子和 愉林!被f:1!J，遁使来降

武徳2.L'.¥j 2 ZP州総!管 徐世良JJ

2.問2乙巴 杷 州総 管 ヲ3・と，i、¥ iミzα!! 以wi兵来降， 授

2.4 間州総 管 王 簿

事耳州総管 伏 徳

背州総管 鄭 皮 符

行主 州総管 恭 公 順

治 州総 管: 王孝 師

2.4丁未 初州、|線 管 ~.ill 綾 附禦術将軍，以江都来降

2.5 風 州総 管 劉 六 見 遺使諮降

2.9 発州総管 徐困朗 海岱i糊 lt，以I必州之地謡降

2.9丁丑 和州統!管 社伏威 }胤111，諭|海，以篤准南安保使

2.10炎卯 梁 州総管 腐 ，玉 左武侯大将軍，差遣

武徳3.3 石 川|総 管 劉 季 %

3.4 検校チヰナト|総管 李 仲文

3.9庚午 経 州総 管 安リ 畏 梁自岡部将，以共地来降

3.9丙午 I 頗 州総 管 任l 言質

3.10 'r下州総 管 王要漢

武徳4.正喜連酉 代州総管 胡 大 思

4.5乙亥 資州 総 管 周 法 明

4.6 宋 州総 管 康彦 師 右犠術将軍，差遣

4.7 洛 州線 管 I佐陽王道玄

4.9壬子 光 州、|線 管 j理 組 向 *降

4.11 欽 州、|線 管 王k;!tii 以功除

俊 介|給、管 李 -~ iiι 1府銑降将

武徳5正 洪州事智、管 張 善安 7象章r:IP，以E定吉等五川来降

5.3 交 州線、 管 丘 末日 ド宵交自t太守

5.4乙未 欽 州総 管 寧長.% 隔鴻I\I~， 以寧越畿林之1也翁降

5.7丁酉 高 州 総管|鴻盆承 陥漢陽太守，自I!J所部来降

武徳6. 朔州 総 管 高満 政
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度
削
減
整
理
を
被
つ
℃
、
華
北
で
は
専
ら
縁
遁
地
帯
を
残
す
の
み
と
な
る
。
華
南
で
は
そ
の
と
き
な
お
残
さ
れ
た
都
督
府
が
あ
り
、
そ
れ
が
始

め
に
の
ベ
た
如
く
、
貞
観
十
年
以
後
に
な

っ
て
折
衝
府
を
お
か
れ
た
州
と
略
々
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
貞
観
二
年
以
後
、
都
督
府
，

の
任
務
は
組
管
時
代
の
如
く
自
ら
軍
府
を
領
し
、
教
州
の
刺
史
を
統
督
す
る
も
の
で
は
な
く
な
り
、
専
ら
諸
州
の
兵
甲
器
械
軍
馬
の
調
達
と
管

下
城
憧
鎖
成
の
糧
票
を
受
け
も
つ
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
州
鯨
整
理
の
完
了
す
る
貞
観
十
年
に
至
り
、
統
軍
は
折
衝
都
尉
、
副
は
果
毅
都
尉
、

と
改
稿
さ
れ
て
全
園
の
軍
府
が
中
央
十
二
衛
府
の
直
属
と
な
る
瞳
制
の
完
成
を
見
る
の
で
あ
る
。
こ
の
間
の
動
き
は
更
に
金
石
・
墓
志
銘
等
を

史
料
と
し
て
細
密
に
論
謹
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
既
に
惰
の
大
業
年
聞
に
お
け
る
鷹
揚
府
制
へ
の
韓
換
の
内
容
を
知
る
讃
者
に
は
、

そ
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
殊
更
賛
言
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
但
し
逼
設
に
お
い
て
以
後
都
督
が
全
く
軍
事
的
機
能
を
喪
失
し
、
銀
成
を
列
置
せ

ら
れ
た
漫
境
以
外
は
皐
に
州
と
異
ら
ず
、
た
だ
州
の
格
を
示
す
如
き
も
の
に
な
り
了
っ
た
と
さ
れ
る
黙
に
つ
い
て
は
些
か
考
慮
の
品
跡
地
が
あ

る
。
寧
府
の
兵
は
す
べ
て
地
方
官
の
手
を
離
れ
た
と
は
云
え
、
新
た
な
州
兵
の
誕
生
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
貼
は
ま
た
別
個
の
問
題
と

し
て
考
究
し
た
い
。

は
じ
め
か
ら
近
衛
軍
と
結
合
せ
る
軍
府
を
お
か
れ
た
開
中
の
中
心
部
を
除
い
て
は
、
唐
初
に
お
け
る
線
管
府
・
都
督

府
の
設
置
が
、
地
域
的
に
極
め
て
偏
在
・
軸
'
在
し
て
お
り
、
そ
れ
が
先
艇
と
な

っ
て
、
は
じ
め
そ
れ
ら
に
隷
し
た
軍
府
が
中
央
化
さ
れ
る
こ
と

に
よ

っ
て
軍
府
州
が
定
ま

っ
た
こ
と
、
従
っ
て
軍
府
州
の
分
布
が
、
開
中
以
外
で
は
極
め
て
偏
肢
な
も
の
と
な
っ
た
所
以
が
明
ら
か
と
な

っ
て

き
た
。
し
か
し
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
府
兵
の
役
を
ば
課
役
に
準
ず
る
普
遍
的
色
役
の

一
と
し
な
が
ら
、
何
故
そ
の
負
携
を
特
定
州
民
、
そ

れ
も
階
以
来
の
停
統
も
あ
っ
た
と
は
い
え
、
唐
朝
創
業
期
の
情
勢
に
よ
っ
て
可
成
り
偶
然
的
に
定
っ
た
特
定
め
州
民
に
の
み
負
捲
せ
し
め
、

し

か
も
後
年
に
到
る
ま
で
そ
れ
を
固
定
化
し

q

軍
府
州
民
の
繁
華
禁
止
規
定
ま
で
設
け
て
維
持
に
力
め
た
の
か
。
何
故
よ
り
合
理
的
に
そ
の
負
措

さ
て
以
上
に
よ

っ
て、

を
全
国
的
に
卒
等
に
時
四
大
し
て
↓
部
の
し
わ
ょ
せ
を
解
消
し
よ
う
と
し
な
か

っ
た
か
と
い
う
黙
で
あ
る
。

153 

五

軍
府
州
固
定
化
の
理
由
と
府
兵
制
の
意
義
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軍
府
州
固
定
化
の
理
由
に
は
、

や
は
り
「
居
重
敏
軽
」
、
中
央
集
権
の
意
固
が
働
い
て
い
た
こ
と
は
事
寅
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
華
南
の
如
く
少

教
の
軍
府
州
し
か
お
か
れ
な
か

っ
た
所
で

こ
れ
を
永
久
に
固
定
化
し
た
こ
と
は
皐
な
る
便
宜
主
義
で
は
済
ま
さ
れ
ぬ
。
む
し
ろ
積
極
的
に
そ

れ
を
好
し
と
す
る
何
ら
か
の
根
擦
な
く
し
て
は
考
え
ら
れ
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
軍
府
州
が
固
定
化
さ
れ
た
の
は
、
決
し
て
そ
れ
以
外
の
州
が
軍

府
州
た
り
え
な
か

っ
た
か
ら
で
は
な
か

っ
た
。
そ
れ
は
む
し
ろ
府
兵
の
母
鐙
と
し
て
は
そ
の
程
度
で
充
分
で
あ
り
、
そ
の
現
献
が
維
持
さ
れ
さ

え
す
れ
ば
、
維
持
さ
れ
る
限
り
、
府
兵
制
の
運
用
に
は
支
障
が
な
い
。
否
そ
れ
以
上
は
設
け
て
み
て
も
貫
際
上
あ
ま
り
意
味
が
な
い
と
考
え
ら

@
 

れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
主
と
し
て
河
北
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
そ
の
後
に
軍
府
の
増
置
も
行
わ
れ
て
は
い
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
決
し

て
全
陸
と
し
て
の
軍
府
州
固
定
化
の
大
勢
を
打
破
す
る
程
の
動
き
で
は
な
か
っ
た
し
、
増
設
さ
れ
た
府
を
も
含
め
て
、
遠
隔
地
の
衛
士
は
漸
次

京
師
上
番
を
行
わ
ず
逃
防
専
門
と
化
し
、
三
衛
は
京
畿
以
外
は
早
く
か
ら
納
責
と
な

っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
第
一
に
設
置
首
初
か
ら
の
府
兵

制
の
目
的
が
奈
迭
に
存
し
た
か
と
関
連
し
、
第
二
に
そ
の
目
標
を
な
る
べ
く
崩
さ
ず
維
持
し
よ
う
と
す
る

一
般
的
努
力
と
、
第
三
に
そ
れ
で
も

-34一

押
し
止
ど
め
得
な
い
そ
の
後
の
兵
員
増
加
要
求
は
、
軍
府
布
置
の
擦
大
に
よ
る
よ
り
也
む
し
ろ
別
の
方
式
に
よ
っ
て
補
充
す
る
こ
と
が
好
し
と

せ
ら
れ
た
こ
と
、
第
四
に
そ
う
し
た
措
置
の
結
果
と
し
て
軍
府
州

・
非
軍
府
州
の
差
別
が
相
嘗
程
度
均
質
化
さ
れ
、
州
民
の
負
措
と
し
て
は
卒

衡
が
保
た
れ
て
い
る
と
し
て
敢
え
て
改
正
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
、
第
五
に
そ
れ
ら
の
底
を
流
れ
る
唐
朝
の
政
治
思
想
の
中
に
、
そ
の
よ
う
な

固
定
化
を
好
し
と
す
る
考
え
が
横
た
わ

っ
て
い
た
こ
と
、
等
を
あ
げ
て
そ
の
理
由
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

第
一
の
貼
に
つ
い
て
云
え
ば
、
府
兵
制
の
目
的
が
何
よ
り
も
む
し
ろ
地
方
軍
の
中
央
化
を
通
じ
て
の
裁
兵
に
あ
り
、
突
廠
の
脅
威
減
退
と
い

う
情
勢
の
中
で
の
劉
内
統
一
中
心
の
覗
貼
に
立

っ
て
、
最
少
限
の
兵
力
に
よ
っ
て
中
央

・
地
方
・
進
境
の
結
合
を
め
ざ
し
、

そ
の
現
黙
を
固
定

化
せ
ん
と
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
こ
の
黙
を
既
に
看
破
し
て
指
摘
し
た
の
は
王
船
山
で
あ
り、

岡
崎
文
夫
博
士
で
あ
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
組
法
の
維
持
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
む
し
ろ
均
田
租
庸
調
制
に
し
ろ
律
令
身
分
制
に
し
ろ

一
切

が
唐
初
の
現
肢
の
固
定
化
に
よ
る
政
権
安
定
を
め
ざ
し
て
い
た
こ
と
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
ま
た
、
整
然
た
る
法
規
の
机
上
プ
ラ
ン
的

整
備
と
現
賓
と
の
蒋
離
を
生
み
出
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
ら
の
黙
は
別
の
機
舎
に
譲
る
。

第
二
の
貼
に
つ
い
て
云
え
ば
、



第
三
黙
は
極
め
て
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
太
宗
貞
観
年
間
に
入
っ
て
展
開
さ
れ
る
大
規
模
な
外
征
、
行
軍
の
組
織
は
専
ら
兵
募
を

主
力
と
し
た
の
で
あ
っ
て
、
府
兵
も
動
員
さ
れ
て
は
い
る
が
決
し
て
後
世
府
兵
の
力
に
蹄
せ
ら
れ
た
如
き
力
は
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
兵
募
は

高
戸
多
丁
戸
優
先
原
則
に
立
つ
期
限
つ
き
の
農
民
徴
集
兵
で
、
，
各
州
に
命
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
住
民
の
生
活
に
根
ざ
し
た
特
技
を
生
か
し
て
腕

兵
・
歩
兵
・
水
軍
等
を
組
織
し
た
も
の
で
、
便
宜
に
従
っ
て
護
遣
を
命
じ
た
か
ら
、
北
方
民
族
と
の
戦
場
ビ
近
い
華
北
軍
府
州
が
重
ね
て
差
瑳

を
蒙
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
む
し
ろ
河
北
・
河
南
、
更
に
華
中
・
華
南
諸
道
の
非
軍
府
州
か
ら
差
護
さ
れ
た
ニ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。

第
四
の
黙
は
、
唐
代
前
宇
期
に
お
け
る
民
丁
の
税
役
負
携
瞳
系
全
鐙
を
遁
じ
て
、
唐
朝
が
如
何
な
る
程
度
に
均
衡
に
配
慮
を
加
え
て
い
た
が

(
事
賓
は
と
も
か
く
、
課
徴
理
念
と
し
て
)
の
問
題
で
あ
る
の
で
別
に
詳
論
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。

第
五
の
黙
は
、
買
は
唐
朝
の
性
格
に
と

っ
て
重
要
な
問
題
で
あ
っ
て
、

こ
ご
で
は
一

つ
の
思
い
つ
き
以
上
に
は
出
ら
れ
な
い
が
、

地
之
設
に
見
ら
れ
る
如
き
、
一
種
の
地
域
分
業
的
考
え
が
唐
朝
の
政
策
を
貫
ぬ
い
て
い
る
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
用
兵
之
地
、
用

財
之
地
と
い

っ
た
役
割
別
の
地
域
*フ

ロ
ッ
ク
政
策
が
、
同
一
の
税
役
法
を
適
用
さ
れ
て
い
る
か
に
見
え
な
が
ら
現
賓
の
徴
牧
法
に
お
い
て
各
地

域
で
可
成
り
軽
重
の
差
を
生
ず
る
と
い

っ
た
こ
と
を
通
じ
て
、
は

っ
き
り
と
看
取
さ
れ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
は
唐
帝
園
の
統
一
と
い
う
も
の

が
、
結
局
大
き
な
地
域
守
フ
ロ
ッ
ク
の
結
合
に
あ
り
、
そ
れ
が
再
び
離
反
す
る
と
き
帝
園
は
解
践
す
る
が
、
そ
の
地
域
支
配
そ
の
も
の
は
な
か
な

か
簡
単
に
混
落
し
な
い
。
そ
し
て
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
の
壁
が
く
ず
れ
て
全
土
の
統
一
を
員
に
・
必
要
と
す
る
篠
件
が
護
展
し
て
ゆ
く
と
、

も
は
や
唐

的
な
政
治
理
念
も
過
去
の
も
の
と
な
る
と
同
時
に
唐
の
如
き
地
域

e

フ
ロ

ッ
ク
の
背
反
も
見
ら
れ
な
く
な
る
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

勿
論
そ
こ
に
は
経
済
設
展
の
段
階
的
飛
躍
と
行
政
経
験
の
蓄
積
に
よ
る
制
度
の
護
達
が
大
き
な
要
素
を
な
し
て
い
る
が
、
ま
た
制
度
の
形
成
に

は
嘗
時
の
現
買
を
観
念
的
に
反
映
し
た
一
定
の
理
念
が
働
い
て
い
た
こ
と
も
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

は
じ
め
に
も
ふ
れ
た
岡
崎
博
士
や
陳
寅
俗

氏
の
開
中
政
権
読
も
そ
う
し
た
傾
向
の
一
面
を
捉
え
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
行
の
用

-35-

こ
う
し
た
諸
要
素
の
複
合
物
と
し
て

lS5 

の
唐
的
特
色
と
云
う
べ
き
も
の
を
鮮
明
な
ら
し
め
る
こ
と
も
一
つ
の
作
業
と
し
て
必
要
で
あ
ろ
う
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
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註①
有
箪
府
州
と
い
う
表
現
に
叫
到
し
、
「
軍
有
ル
ノ
府
・
州
」
と
解
し
、
我

が
園
の
「
軍
閥
」
の
呼
穏
と
連
関
づ
け
て
、
折
衝
府
を
寧
〈
圏
〉
と
別
稽

し
た
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
た
し
か
に
箪
府
を
お
か
れ
た
の
は
地
方
行
政

一
風
輩
と
し
て
の
府
と
州
と
を
併
せ
含
み
、
従
っ
て
府
・
州
と
い
う
の
が
正

確
な
表
現
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
逆
に
府
制
を
布
か
れ
た
と
こ
ろ
で
軍
府
を

置
か
れ
な
か
っ
た
所
は
な
く
、
従
っ
て
「
軍
無
キ
ノ
府
州
」
は
意
味
を
な

さ
な
い
。
ま
た
唐
代
に
は
折
衝
府
そ
の
も
の
を
寧
あ
る
い
は
寧
圏
と
別
稿

し
た
と
は
云
い
難
い
。
な
る
ほ
ど
簡
駄
を
受
け
て
軍
府
の
兵
籍
に
付
せ
ら

れ
る
こ
と
を
「
定
軍
名
」
あ
る
い
は
「
入
寧
」
と
潟
し
、
逆
に
軍
籍
を
除
か

れ
る
こ
と
を
「
出
寧
」
「
菟
寧
」
と
云
っ
た
b

し
か
し
軍
政
機
関
そ
の
も

の
の
呼
稽
と
し
て
は
、
も
し
略
縛
す
る
と
す
れ
ば
「
寧
府
」
で
あ
っ
た
。

寧
閣
の
語
は
、
唐
で
は
わ
ず
か
に
沓
唐
書
戴
胃
停
に
貞
観
五
年
の
戴
胃
の

上
疏
を
か
か
げ
た

一
節
に
「
比
見
、
開
中
河
外
牽
置
軍
圏
、
宮
室
強
丁
弁

従
戎
放
」
と
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
上
表
の
中
で
の
修
僻
で
あ
る

ば
か
り
で
な
く
、
嘗
時
は
ま
だ
貞
観
十
年
の
折
衝
府
制
施
行
以
前
で
、

北
周
・
階
以
来
の
軍
坊
・
郷
聞
に
よ
っ
て
軍
土
を
統
柚
惜
し
て
い
た
た
め
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
日
本
の
軍
圏
の
語
は
、
も
し
中
闘
の
令
文
に
根

擦
を
も
っ
と
す
れ
ば
唐
以
前
の
令
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
か
く
て
有

〈
無
)
軍
府
州
怯
や
は
り
「
軍
府
有
ル
ノ
(
無
キ
ノ
)
州
」
で
、
こ
の
場

合
府
制
を
施
か
れ
た
所
を
も
州
の
諸
に
含
め
て
い
る
も
の
と
解
せ
ら
れ

る
。
敦
埋
設
見
「
紳
飽
散
頒
刑
部
格
」
〈
ベ
リ
オ
一
一
一
O
七
八
〉
の
一
節
に
。

一
四
偽
造
官
文
書
印
、
若
純
将
用
行
、
弁
盗
用
官
文
書
印
、
及
亡
印
、

市
行
用
、
弁
僑
造
前
代
官
文
書
印
、
岩
崎
潤
行
用
、
因
得
成
官
、
銀
奥

人
官
(
同
〉
情
受
候
、
各
先
決
杖
一

百
、
頭
首
配
流
嶺
南
逮
惑
慮
、

従
配
線
遺
骨
骨
骨
小
船
、
並
不
在
曾
赦
之
限
、
其
同
情
受
用
僑
文
書

之
人
、
亦
准
此
。

と
あ
る
用
例
は
最
も
よ
く
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

②
日
野
開
三
郎
「
天
質
以
前
に
於
け
る
唐
の
戸
口
統
計
に
就
い
て
」
重
松

先
生
記
念
九
州
大
準
東
洋
史
論
叢
、
一
九
五
七
、
「
唐
貞
観
十
三
年
の
戸

口
統
計
の
地
域
的
考
察
」
東
洋
史
率、

二
四
輯
、

一
九
六
て
「
大
唐
天

貸
元
年
の
戸
ロ
統
計
の
地
域
的
考
察
」
史
林
、

四
一
一
|
四
、
一
九
五
九
、

「
唐
代
の
課
丁
数
に
就
い
て
」
東
方
皐
論
集
、

一
九
六
二
。

①
兵
役
・
色
役
・
職
掌
人
に
掛
籍
し
て
い
る
了
男
は
、
在
役
期
間
中
、
見

不
輪
と
さ
れ
た
が
、
不
課
で
は
な
か
っ
た
。

①

谷

容

光

「
西
鏡
北
周
和
階
唐
間
的
府
兵
」
中
園
祉
曾
経
済
史
集
刊
、
五

ー
て
『
府
兵
制
度
考
簿
』
上
海
人
民
出
版
位
、
一

九
六
二
。

③
岸
仲
勉
『
府
兵
制
度
研
究
』
上
海
人
民
出
版
、
一
九
五
七
、
五
八
|
六

二
頁
、
同

『
階
唐
史
』
高
等
教
育
出
版
、
北
京
、

、
一
九
五
七
、
第
一一

一
節

特
巴
二
O
|
一
一
一
一
頁
。

①
山
今
氏
は
王
船
山
「
讃
遇
鑑
論
」
省
二
二
に

「唐
之
府
兵
、
世
著
子
伍
」

と
あ
る
一
句
を
以
て
、
玉
夫
之
は
府
兵
が
世
兵
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て

い
た
、
と
の
べ
る
が
、
こ
れ
の
み
で
は
些
か
牽
強
付
曾
と
い
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。

①
拙
稿
「
唐
府
兵
制
の
成
立
過
程
と
北
街
禁
軍
の
起
源
」
東
洋
史
率
、

一

三
瞬
、
一
九
五
五
。

③
厳
耕
望
『
中
園
地
方
行
政
制
度
史
』
上
編
伺
、
谷
中
、
数
膏
南
北
朝
地

方
行
政
制
度
下
冊
、
特
に
四
九
六
|
五

O
ニ
頁
の
「
北
周
線
管
府
軍
慶
及

管
直
演
奏
表
」
を
参
照
。

- 36ー



@
周
書
略
宣
帝
紀
大
成
元
年
(
可
申
〉
傑
に
「
粉
令
、
授
線
管
刺
史
及
行

丘
(
(
行
軍
-
一
同
ジ
)
者
、
加
持
節
、
除
悉
龍
之
」
と
あ
る
が
、
線
管
を
授

け
ら
れ
た
刺
史
(
線
管
州
軍
事
)
お
よ
び
行
兵
(
行
軍
〉
線
管
に
持
節

(
大
将
軍
)
を
加
授
し
た
の
は
こ
の
と
き
が
初
め
て
で
は
な
く
、
線
管
の

寅
職
に
つ
く
も
の
以
外
の
「
徐
悉
罷
之
L

い
か
こ
の
と
き
の
詔
勅
の
主
旨
で

あ
る
。
同
書
鵬
二
虚
瞬
間
停
で
は
、
「
初
令
」
を
た
だ
「
詔
」
と
す
る
。

⑬
段
、
氷
が
虜
姓
を
賜
っ
て
卸
ち
爾
綿
永
と
名
乗
っ
た
も
の
で
あ
る
。

@

山
崎
宏
「
階
代
総
管
考
」
史
潮
、
第
六
四
・
六
五
合
併
腕
、
一
九
五
八
。

⑫
谷
智
光
『
府
兵
制
度
考
穆
』
上
海
人
民
出
版
、
一
九
六
二
、
一

O
O頁

参
照
。

⑬
抗
議
寸
北
朝
軍
秘
に
於
け
る
所
謂
郷
呆
に
う

い
て
」
重
松
先
生
記
念
九

州
大
事
東
洋
史
論
叢
、
一
九
五
七
、
一
二
四
|
五
頁
参
照
。

⑪

一

設

に
J
坊
は
正
し
く
は
防
で
、
坊
府
と
は
い
わ
ゆ
る
移
防
と
価
格
管
府

の
設
置
を
指
す
と
の
見
方
も
あ
る
が
、
私
は
坊
府
と
は
軍
坊
と
軍
府
の
省

略
と
見
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

⑮
拙
稿
「
唐
府
兵
制
の
成
立
過
程
と
北
街
禁
箪
の
起
源
」
東
洋
史
事
、
一

三
輯
、
一
九
五
五
。

⑬
拙
稿
「
節
度
使
制
度
確
立
以
前
に
お
け
る

「箪
」
制
度
の
展
開
」
上
、

東
洋
風
γ

報
、
四
四
二
、

一
九
六

一。

⑪

拙
稿
「
唐
府
兵
制
度
に
闘
す
る

一
疑
問
」
史
淵
五
八
輯
‘

一
九
五
三
。
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